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I 美々8遺跡の調査

I 美々8遺跡の調査

1 ．概要

美々8遺跡は、美沢川左岸の遺跡群の中では最下流にあり、標高約20mの台地とこれに続く

個れ沢の斜面及び美沢川に向う急斜面にある。

本遺跡は、昭和56年度・昭和57年度・昭和60年度の3回にわたって調査され、延発掘面積は

17,603㎡である。

本年度の調査は、 I黒層11,112㎡、 Ⅱ黒層9,777㎡を対象として実施した。 このうち南側急

斜面下位の水付き部分については、バックホーによる深掘りを4カ所行ったが、遺構・遺物が

確認されなかったため、 その後の調査は打ち切った。また調査区南西側の張出し部分は、工事

用道路開設の際に一部削平され失われている。

Ⅲ黒層・ローム質土層については、 ｜日石器確認のため、 5％相当の面積を確認調査した。

I黒層からは、道跡が2カ所、住居跡が1軒、土擴が2個検出された。道跡はI黒層上面に

浅い溝となって残っていたもので、 この中にUs-b火山灰が斑点状に確認されたことから、

西暦1663年以前のものである「ユウフツ越」の原形を示すものと思われる。
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I 美々8遺跡の調査

住居跡は、過去3回の調査を含めて初めての検出である。 Ta-b層除去後、中央部がくぼ

み周辺がやや盛り上がった状態で確認された。調査の結果隅丸方形の竪穴で、 カマド・柱穴・

炉跡は検出されなかった。また炭化材が検出されたことから火災住居と思われる。

時期は、 くぼみにUs-b火山灰が確認され、覆土の堆積が浅いことから西暦1663年以前か

ら擦文時代にかけてのものと思われる。

土曠は、縄文時代晩期と思われる円形のものと、住居跡・道跡とほぼ時|司期に属すると考え

られる隅丸方形のものと力:検出された。

遺物は、擦文時代の土器・礫が主体を占め、縄文時代の土器・石器等が少量である。その他

には陶器片・鉄鍋・鉈なども出土している。

Ⅱ黒眉からは、道跡が1カ所、住居跡が6軒、土壌が1個、 Tピットが37個検出された。

遺構ではないが、 Ⅱ黒上面で動物の足跡も検出されている。

道跡は、 Ta-c火山灰（約2300年前）に覆われていたことから、縄文時代晩期末より以前

のものである。 I黒居のものとほぼ同じ方向に延びている。

住居跡は全て発掘区南側斜面の下位に位置する。縄文時代前期のもの力§5軒、中期のものが

1軒検出された。前期の住居跡は隅丸方形で、壁際に柱穴をもつのが特徴である。 このうち

H－2は最大規模のもので、長軸力§約6mあり、中央部に主柱穴をもつ。 H－3では竪穴構

築時の排土が確認された。斜面下方に（約5mの範囲で）広がっていた。縄文時代中期の住居

跡はH－3の覆土を掘り込んで造られている。平面形は楕円形で外周する柱穴をもつ。

土壌は、 H－2の北西側で1個検出されたのみである。時期・用途は不明である。

Tピットは、大きく北側の個れ沢斜面と、南側の斜面肩部の2カ所に集中している。 この

中には古いTピットのくぼみに新しいTピットの掘りあげ土を埋めたものがある。

遺物は、縄文時代早期～晩期の土器・石器類力ざ出土した。土器は縄文|侍代早期・前期のもの

が多い、石器は石鍍・スクレイパー・つまみ付ナイフが多く出土している。

動物の足跡は、台地の平坦部北側から酒れ沢斜面にかけて検出された。痕跡の形態・歩様か

らキツネのものが大部分を占める。

ローム質土居からは、頁岩製のフレイクが1点出土した。
やつきよう

表土層からはアメリカ軍が残したものと思われるビール缶・薬莱・オイルエレメント等が

出土した。 （佐藤和雄）

表1－1 遺構一覧 表1－2 ローム質土層遺物一覧
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I 美々8遺跡の調査

表1－3 分類別遺物一覧

黒 層

包含層 計 合計

4 6 6

63 74 74

51 60 60

3 3 3

9 10 10

5 5 5

85 91 91

4 4 23

3 3 3

3 3 3

9 9 9

1 1 1

5 5 5

1 1 1

5 5 5

4 7 7

3 11 11

3 5 5

82 87 1 ，047

582 647 1 1174

1 1

15,661 22,18623,751

158

17,609 24,353 29,269

合計
分 類 I 黒 屑 I 黒 層 分

遣櫛包含屑 計 遺構 包含馬 計 合計
Ib-3 7 7 7 I

Ib-4 12 909 921 921 I

Ia-1 92 321 414 414 I

土 14-2 33 54 87 87
la 82 67 149 149

I: !;: ':: !il5w
Ⅲb 30

器 Ⅳb 58 58 58
Wc l27 127 127

Vc 64 64 265 265 329

W 31 129 3,129 3,129器
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陶磁器 l l l V

1 ･2 2 2 2 2 4
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4 14 14 14

5 12 12 11 112 123 135 X器
A 6 1 1 1
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2．第1黒色土上面にみられる道跡

I黒層上面で浅い溝状の遺構が2カ所確認された（図1-2 )。幅30～50cm、深さ約4cmで、

ra-b軽石層がくぼみに残っていた （図版1-3)。調査区南側の個れ沢にある道跡は、昭

和60年度調査地区付近から南東方向へ延びている。調査区中央の平坦部のものは南東～北西へ

延びており、形状・規模・方向からみて昭和57年度に調査された道跡に続くものと思われる。

今回確認された2カ所の道跡は、約100m離れて平行に延びており、同一の道跡とは考えにくい。

道跡はTa-b軽石層に覆われていたことから西暦1663年以前のものである。 この道跡につ

いては、 日本海側と太平洋側を結ぶ重要な交通路であった「シコツ越｣、 「ユウフツ越」の原形

をなすものとして、 その可能性を指摘する考え方がある （北海道埋蔵文化財センター、 1981)。

（佐藤和雄）
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I 美々8遺跡の調査

3．第1黒色土層の遺構と遺物

(1) 遺構

1）住居跡

竪穴住居跡が1軒検出された。過去3回の調査を含めて最初の検出例である。

H-1 (図1－4)

台地縁辺のI黒居上面でTa-a, b層除去後、方形のくぼみとその周辺にTa－c混じり

の盛土を確認した。 くぼみの深さは約30cmである。盛土とくぼみの上面には、緑褐色の有珠山

b火山灰(Us-b,｡ 1663年降下。横山他1973)が斑点状に検出された。火山灰の厚さは1～

2cm程度である。 Us-b,火山灰除去後、北西隅の覆土第3層より炭化材を検出した。 この

ことから、 この住居跡については火災住居跡と判断した。炭化材は、 この他南東部からも検出

されたが、遺存状態が悪く取り上げ段階では割材と丸太材が識別できた程度である。床面は

Ta-c層中で確認した。竪穴の掘り込みは非常に浅く、火災後あまり堆積が進まないうちに

、
1

□
H－1

P－2

－－－_一－－~－－
し~』

3－一一一～一一へ－－0~－2
P－1

~

五
｜ I

I

０
１

20m
I

図1－3 遺構位置図
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I 美々8遺跡の調査

Us-b,火山灰やTa-a･ b層の降下があったと考えられる。

竪穴の形態は、平面形が隅丸長方形を呈している。床面は中央部が若干くぼんでいるが、 ほ

ぼ平坦である。壁は東壁がやや弓状に張り出すが、他は直線的で、立ち上がりも垂直に近い。

カマドは無く、炉跡や柱穴も無かった。

覆土第3層から床直上にかけて、 19点の小型礫が出土した（表I-4)。出土居位が炭化材

と同じで火熱を受けていることから、火災時に流れ込んだものと思われる○また、覆土から床

面にかけての土壌を水洗いしたところ、数種類の種子を検出することができた。 しかし、 これ

らのものについては、竪穴周辺の土壌中からも同様のものが得られたことから、流れ込みの可
能性が強いと考えている｡

構築時期については、時期を決定する遺物が出土していないため、不明である。ただし、

Us-bl火山灰火山灰の降下前は竪穴が完全に埋没していなかったこと、盛土カミ’黒層卜而で

確認されたこと、 14C年代測定結果が790=t60y.BP.であることなどより、擦文時代後半12

世紀初頭からUs-b,火山灰が降下する1663年以前という年代幅を与えることができる。

位置9-67-42･43 平面形隅丸長方形

規模3．70×3.16/3.56×3.07/0． 18m

覆土 1 黒色(I黒、上面のUs-blを含む) 2 茶褐色( I黒<c)

3 黒褐色(I黒>C、炭化材・礫を含む)) 4 暗茶褐色(I黒>c)

（森岡健治）

付液体シンチレーション14C年代測定結果

~

山田治（京都産業大学）

KSU-1645 H-1 炭化材No.20 790±60yB.P.

※'4Cの半減期は5568年、 y.BP~は西暦1950年よりさかのぼる年数

表I-4 H-1の礫

琿票 |唖I彊羅訂聯位 遺物番号大 き さ (cm)

(5.3)×3.6×1 .8

重さ(9) 材質 大 き さ (cm) 重さ（貝）
畠
ｒ
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ｋ
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刀

ヨ

ト
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I 美々8遺跡の調査

2）土塘

土擴は2個検出された。いずれも台地縁上に位置する。遺物の伴出が無く用途等は不明であ

る。時期は覆土の状態・火山灰の関係・形状等から、 P－lが擦文期～中世、 P 2が縄文

時代晩期の可能性がある。

P-1 (図1-5)

本遺構の位置する台地縁辺部は、調査前から表土が失われており、 I黒層の落ち込みが確認

できた。壁はほぼ垂直に立ち上がり、擴底は地形に沿って傾斜している。構築時期は(I黒層

の落ち込みの方が）覆土最上部のUs-b火山灰の堆積がH－1住居跡道跡と同じような

状態であるため、 これらと近い時期に掘り込まれたものと思われる。 14C年代の測定結果は80

=t60y.B.P~で新しい年代を示しているが、資料である炭化物が覆土上面に一部食い込んでい

たことから、開拓期のものが流れ込んだのではないかと推測している。

位置h-67-75 平面形隅丸方形

規模2．04×1.61/1.40×1.07/0.33

覆土 l 灰黄褐色土(Us-b) 2 1黒

3 暗灰褐色士（黒色土>d2、粘性がある）

4 暗黄褐色士（汚れたCl、揚士の流れ込み）

5 C2 6 黒色土（黒色土>C+d2)

、／

へ～
EV、
」の

~i
ノメ

C

~～～~

～

／
q／gﾐ趣

～

０
１

｜m
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図I-5 P-1
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I 美々8遺跡の調査

7 暗褐色土（黒色土>C+d,+d2) (佐藤和雄）
付液体シンチレーション14C年代測定結果

山田治（京都産業大学）

P-2 (図1-6)

台地上縁辺部付近に位置する。断面形は椀状で床と壁との境は不明瞭である。形状・規模な
どから縄文時代晩期の土壌に類似する。

位置9-67-03･04 平面形円形

規模1． 16×0.70/0.54

覆土 1 黒色士(I黒>d,、固く締まる) 2 暗黄褐色土(I黒+C,)

3 暗褐色士(I黒>C1+C2) 4 暗茶褐色土(C1+C2>I黒）

5 黄褐色士（汚れたC,) 6 黒色土（黒色土+C, 締まりがない）

（佐藤和雄）

'。
Ｃ
ｌ

q旦墾9
一

。C

『
9 'm

’ 」 I

図I-6 P-2

3）集中礫

I黒居上面及びI黒層には22カ所の礫の集中する地点がみられた。 この集中地点は道跡の脇

を含め平坦部に位置するものが多く、酒れ沢の斜面、南側の斜面部にわずかにみられる （図1
－8）。

礫は楕円形で細長いものと、扁平なものが多い。石材は砂岩・泥岩・片麻岩・珪岩である。

表1 5は各地点の集中礫の計測平均値を示したものである。 これらの集中した礫は平均重量

から4つのタイプに分けられる。 1009を超すものを「A」、 319～909のものを「B」、 169
~309のものを「C」、 39以下のものを「D」とした。 「A」は1～4、 「B」は5～15、

「C」は16～20、 「D」は21～22である。図1－7は各群の重量分布と長径・短径を比較し

たものである。各タイプ°の平均値は「A」では重量195.69、長径8.6cm、短径4.8cm、 「B」

は重量48. 19、長径5.5cm、短径3. 1cn'、 「C」は重量22.49 、長径4.4cm、短径2. 1cm、 「D」
は重量2．79 、長径1.8cnl、短径0.2cmである。

10



I 美々8遺跡の調杳

集中礫は遺構に伴って発見される例がある。北大構内のサクシュコトニ川遺跡は、擦文期の
注l

竪穴住居跡の床面でこのA･ Bタイプの集中礫と紡錘車とが共伴している。札幌市K460ig
こもづち

跡の報告では「むしろを織る際に用いた長さ10cmの木や土製の薦槌と同様な用途として使われ
注2

た可能性が高いものと考えられる。ちなみに、現代の木製の薦槌は1009前後である」と織物

に関係する用途を指摘している。 この考え方に従えば、本遺跡の「A」 「B」は重量・大き

さから織物に関係する用途が考えられる。ただし、 「A」には4009を超える大型のものがあり

これは別の用途があるのかもしれない。 「C」は56年度の調査で伴出した土錘の重量から、網

の錘りの可能性が考えられる （北理文1981)。 「D」は重量が39に満たない小型のもので、

石材は珪岩である。このような小型のものも民族例では布を織る際に使用されている。それら
注3

の形状は細長いもので、糸を巻きつけるために使われたのではないかと言われている。それら

の資料を実現したわけではないが、本遺跡のものと重量からみて、 そのような用途のものでは

ないかと考えている。

注l 横山英介 1986 「集石」 『サクラシュコトニ川遺跡」

注2 上野秀- 1980 「棒状礫について」 『札幌市文化財調査報告書』測

注3 名古屋大学渡辺誠助教授の御教示による。

（佐藤和雄）

表1－5 集中礫

量
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０
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４
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］
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54．6

52．5

47．3

40．9

35．4

32．6

30．1

26．4

25．3

24．7

19．8

16．0

ワQ
白.J

2．6

１噸

８

４

Ｊ

Ｊ

Ｏ

８

７

３

３

３

Ｊ

Ｊ

Ｏ

７

８

８

４

３

５

３

３

Ｊ

Ｉ基

６

４

４

４

４

３

３

３

３

３

３

３

３

３

２

２

２

２

１

１

０

０

イ
ー
ロ
ユ

喪

油５２８８６６６８３９８７７６６３６２１７９７１Ｋ

■
●
●
合
■
■
■
ｅ
ひ
■
●
■
●
ｅ
凸
●
■
■
ｂ
■
■
由

く径

、

９

７

６

６

６

６

６

６

５

５

５

４

５

５

５

４

４

４

３

１

１

長番号

~1
区

師

柘

詑

哩

過

師

Ⅱ

蛇

羽

狸

娼

“

輻

》

岨

記

灼

狸

輻

緬

翠

霊

馳

例

泥

唱

酩

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

堀

開

開

師

船

舶

鵠

砺

舶

師

師

師

師

師

髄

師

印

師

印

師

師

師

船

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

発

ｈ

ｈ

ｈ

ｆ

ｇ

ｈ

ｇ

ｆ

ｇ

ｇ

ｈ

ｇ

ｈ

ｇ

ｇ

ｈ

ｇ

ｈ

ｈ

ｈ

ｆ

ｆ

２

３

ｌ

４

ｌ

５

６

７

ｌ

８

ｌ

９

０

１

１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

錦
一
例
喝
一
型
一
ｕ
皿
一
喝

l1



I 美々8遺跡の調査

A （表1－5－3）

（a－出現率、 b－重量）

％

印

“

釦

釦

旧

B （表1－5－7）

（a－出現率、 b－重量）

％

両

印

弱

如

和

麺

旧

~

％
'60 200240280320…4”4404805mg

~怡
叉

20 40 60 80 IOO l20 1409

C （表1－5－17）

（a－出現率、 b一重量）

％

和

０

０

０

０

０

０

６

５

４

３

２

D （表1－5－22）

（a一出現率、 b一重量）
％

釦

和

釦

印

灯

x｜ ’｡ ‘･ ｮ。 .。 ．｡ ｡｡ γ･’
天
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０
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７

６

５
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●

●

●

…

0● ⑪
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△

噸
…

10 20”40 50 60 70mm

C●

D△50 60 70 80 90 100mm

図1－7 集中礫
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I 美々8遺跡の調査

(2) 遺物

I黒居からは、土器片3,193点、陶器片1点、石器等1,543点、金属製品158点が出土した。

1 ）土器・陶器（図1-10～13)

土器片は縄文時代晩期のものが64点で、その他の土器片は擦文時代のものである。個体数は

縄文時代晩期のものがl個体、擦文時代のものは51個体である。擦文時代の土器については図

1－9に復元土器を中心に分布と出土状態を図示してある。個々の土器については表1－6に

示してある。 （佐藤和雄）

表1-6 1黒層の土器観察表

技法の特徴 備 考器形の特徴 文 様法量(cm)発掘区 名称番号

口縁部外反し、端部外面は縦のハケメ、

は平担になる。 上部に木口状工具に

よる縦の条痕がつく

内面横ハケメ。

頚部に波状の沈線が

つく。

甕
F 八戸 1，

1－00－1J 口径（25.7）

〈ぴれ径 2() .0
1

外面に炭化物付

着。

口縁部外反し､上部

は立ち~上がる｡端部は

平坦になる｡底部張り

出す｡口縁部から肩部

にかけて段をもつ。

口縁部横ハケメ。体

部外面縦ハケメ。内

面おもに横ハケメ。

体部外面に輪積痕が

残る。

窪
ユ

土師器

口径

〈びれ径

高さ

底径

７

４

１

９

~
~
~
~

６

３

０

６

１

１

２

f－66－04

２

内外面全体に炭

化物付着。

外面縦ハケメ。内面

横。斜ハケメ。

口縁部外反し、端部

が平担になる。肩部

がやや張り出し沈線

がつく。

皿

茄

甕

帥
士

口径

くびれ径

高さ

底径

９

Ｊ

７

３

２

６

３

７

２

１

２

f-66-l3

』

外面に炭化物付

着。

口縁部ﾅﾃ。体部縦

ハケメ。内部横ハケ

メo

口縁部やや外反し、

端部丸味をもつ。頚

部から肩部にかけて

段をもつ。底部張り

出す。

鉢

土師器

口径
訂マ

〈びれ径

高さ

底径

f－66－03 ８

１

５

５

~~~

７

７

８

５

4

内黒、 1/3残存。口縁部ナデ。体部外

面ケズリ後にミガキ。

内面横ミガキ。

胴張りの甕で最大径

が胴部上半である。

口縁部外反する。

口径 （14.3）

〈びれ径（12.4）

饗

土師器５

’ ’ ’

17



I 美々8遺跡の調査

番号 発掘区 名称 法量(cm) 器形の特徴 技法の特徴 文 様 備 考

ま
ユ

９

２

２

２

４

５

~~
６

７

６

６~~
ｇ

ｈ

口径 (15.5)

〈びれ径（ 9.3）

口縁部外反する 内外面ﾊｹﾒ後にヘ

ラミガキ。

頚部横走沈線。 口縁部のみl/4

残存。0

０

１

８

８

７６ｈ 窮
曇 口縁部横ナデ。休部

ﾊｹﾒ後にﾍﾗﾐｶ

ｷ｡内部上部横へﾗ

ｮｶ､キ

口径

〈びれ径

古共
I可C

底径

口縁部外反し、端部

丸みをもつ。

４

８

ｊ

〃

２

７

４

７

２

１

２

口縁部に沈線 内面上部に炭化

物付着。補修孔

l対。底面に木

葉痕。

７

甕
1 ハ向 ハ剣

､－0／－bl 口径

〈びれ径

一古斗
I可ご

底径

口縁部外反し、端部

丸味をもつ。底部張

り出す。

１８

２

４

１

１

７

７

８

２

１

２

口縁部縦ハケメ。休

部おもに縦へﾗﾐｶ．

ｷ。内面上部横ハケ

メ後に横へラミガキ

以下横ハケメ後に縦

へラミガキ。

8

h-67-45 翌 口径

〈びれ径

高さ

底径

口縁部外反し、端部

に浅い凹みがめ〈､､る･

４

１

２

５

７

１

２

８

２

２

３

口縁部描ナデ。体部

へラケズリ後にヘラ

ミガキ。内面上部横

へラミガキ以下縦へ

ラミカ･キ。

頚部に樅ｽﾋ沈線 内面_上部に炭化

物付着。

Q

婆３

３

０

１

６６ｆ 口径

〈びれ径

高さ

底径

口縁部外反し、上部

やや立ち上がる。端

部に浅い凹みがめ〈・

る。

１

３

７

３

６

０

０

７

２

２

３

内外面ともにハケメ。 口縁部は枕線による

段をなし、頚部は描

走沈線をもつ。

口縁部内外面炭

化物付着。
10

口径 （'4~5）躯
ユ

土師器

口縁部外反し、上部

で垂直に立ち 上がる。

端部丸みをもつ。

０

１

２

９

９

９

６６９ 外面横ﾅｰﾃ。内面横

ナデ、ヘラミガキ。

口縁部から頚部にか

けて横走沈線。

口縁部のみ2/3

残＃。

’

ll11
’

甕

擦文

６

５

５

３

６

７

８

９

６６９ 口径 （24.0）

〈びれ径(17.6)

口縁部外反し、端部

平担にほる。

体部ハケメ。内面 t

部斜・横へラミガキ

内部ハケメ後にヘラ

ミガキ。

口唇部に短刻文。

口縁部から肩部にか

けて椣走枕線。

1/4残存。

12

’

18



I 美々8遺跡の調査

文 様 ｜ 備 者器形の特徴 技法の特徴名 刺番号 発掘番号 法量(cm)

甕

擦文

口縁部外反し、端部

丸みをもつ。

口縁部は深い横走沈

線がめぐり、 その直

下に短刻文。頚部は

横走沈線上に斜行す

る短刻文と三角形に

短刻文を充填させた

文様が交互に施され

る。

胴下半部を除く

内外面に炭化物

付着。休部に輪

積痕。

口縁部ﾅﾃ。

体部内面ハケメ。

口径 21 ．9

〈びれ径 16，5

g-65-60

13

口縁部から頚部にか

けて横走沈線。口縁

部・ '隆帯・肩部に短

刻文。

口縁部内外面に

炭化物付着。

口縁部外反し、 ‐上部

で立ち上がる。端部

丸みをもつ。底部張

り出す。

縦

横

部

面

体

内

Ｏ

○

○

デ

キ

イ

土

‐

ナ

ガ

ガ

如

叫

へ

、

、

ヘ

ミ

握

幡

一

フ

ラ

ロ

ヘ

ヘ

甕

擦文

口径

〈びれ径

高さ

底径

g-65-60 ５

４

２

０

９

５

３

７

１

１

２

1A
L宝

口縁部に貼瘤がつき

その上に短刻文。頚

部斜沈線、 その~上に

横走沈線。隆帯~上に

型押文。文様帯下端

に斜位の沈線。

内面上部に炭化

物付着。

榊ﾄ面へラミガキ誕
空L

擦文

口縁部ゆるく外反す

る。

口径 15.0０

９

０

５

~~
７

６

６

６

~~
ｇ

ｈ

15

l/3残存。口縁部・文様帯下端

に短刻文｡その間に

斜沈線と横走沈線。

口縁部に貼紺の剥離

痕。

口縁部外反する。 体部へラケズリ後に

縦へラミガ､キ。内面

上部横へラミガキ。

下部ﾀﾃﾍﾗﾐｶｷ

窪
ユ

擦文

9-65-58 口径 (10.0)

<ぴれ径（ 8．2）

16

内黒。

口縁部炭化物付

着。 1/3残存。

Ｃ

Ｏ

Ｏ

キ

リ

キ

ガ

ズ

ガ

、

、

、

ケ

、

ミ

ー

フ

一

フ

一

フ

ヘ

ヘ

ヘ

縦

縦

横

部

部

面

体

底

内

口縁部・隆帯に短刻

文がつく。頚部矢羽

根状沈線。胴部山形

沈線と斜短刻文。

口径 (18.0) 口縁部外反する。底

〈びれ径(13.6)部張り出す。

高さ (17.4)

底径 5．8

甕４

４

２

４

７６９

擦文
1ワ
上I

1/4残存。内外面へラミガキ 口縁部・底部に短刻

文。頚部に矢羽根状

の沈線。

口縁部ほぼ垂直に立

ち上がる。底部張り

出す。

鉢

擦文

口径

高さ

底径

9-65-00 ｊｌ

８

Ｊ

８

４

４

１

18

19



I 美々8遺跡の調査

番号 発掘区 名称 法量(cm) 器形の特徴 技法の特徴 文 様 備 考

雲 底睡 9．0 底部張り出す０

１

６

６

５６９ 内外面ともハケメ後

にヘラミカ“キ。

19

ｎ

／

〕

ヘ

ペ

リ

ｎ

ノ

】

４

（

ま

４

４

▲

行

司

Ｕ

庁
ノ
０

八
ｈ
Ｕ

１
ｈ
皿 底径 （ 5.5）饗 底部張り出す。 外面縦へラミガキ。

20

霧9-66-28 底径 6．2 内外面ともハケメ後

にヘラミガキ。

l/3残存。
ワ1
臼』

婆 底径 7．1
1 ハ庁 句『－

，－0／－／0 外面へラケズリ後に

ヘラミガキ。

1/3残存
22

g-66-93 坏

土師器

採

煙

坐

岱

「

４

古

可

↑
Ⅱ
Ｉ
ト
マ
ｒ
Ｉ

｢I縁部外反し、体部

下端に沈線がめぐる

体部外面へラケズ~ 'ノ

後にﾍﾗﾐｶｷ。

内黒。４

６

６

５

１
のハ

ム』

口径

-古一当
|固】C

口縁部やや内補し、

体部下端に段をもつ。

丸底。

休部外面へラケズリ

後に横へﾗﾐｶｷ。

内面横へラミガキ。

７

８

Ｑ

〉

↑

３

１ 内黒
坏

土師器

４

４

０

０

９

３

~６６７

６

６

６

~
~
~

ｆ

ｇ

ｇ

４２

口径 (17.8) |口縁部内謝する ヘラケスリの後、横

へラミガキ。

「 ハハ 1n

l－OO－ld 坏

土師器

l/4残存。内黒。
nF
~〆｡、

臼リ

{－66－14 Ⅱ

土師器

口怪

古一当
｢可C

体部下端に段をもつ 体部へラミガキｊ

ｊ

Ｏ

３

８

２

１ｉ

ｉ

l/22残存

内黒。

26

坏

須恵器

口径 (12.3) 口縁部わずかに内1帝

一半~プ

リタ、

g-66-22 ロクロ整形。 l/4残存
27

内外面へラミガキ。1-66-14 口縁端部に浅いuが

つく。

28

F 戸戸 1n

I－00－ld29 内外面ハケメ

饗 口縁部外反し、端部

丸味をもつ。

g-65-72 外面ハケメ後にナデ。描走沈線

内面ハケメ。

30
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I 美々8遺跡の調査

備 考文技法の特徴器形の特徴 様法量(cm)発掘区 名称番号

外面口縁部ﾅｰﾃ。頚

部斜ハケメ。内面横

ハケメ。

口唇部に短刻文。口縁部内餅ぎみに立

ち上がる。端部は平

坦になる。

甕9-66-91

31

口唇部短刻文｡口縁

部横走沈線。

内面横ハケメ。口縁部外反し、端部

は平坦になる。

蕊f－66－23
nn

jL

内黒。横走沈線。口縁端部丸味をもつ 内面へラミガキh 65-56
33

内黒。横走沈線・短刻文外面ナデ。内面横

ラミガキ。

口縁部外反し、上部

垂直に立ち~上がる。

端部は丸味をもつ。

甕
ハ庁 n句

g_o/_“

34

外面炭化物付着。外面ナデ。内面横ﾉ、

ケズ

口縁部外反する。口

縁部，頚部に段をも

つハ

{-66-431 甕

nF

jO

内外面炭化物付

着。

横走沈線。内面横ハケメ蕊
r 〆か n'

’一00－凸I

36

横走沈線c内面横へラミカ㈱キ。甕h-65-66
37

~

’ 横走沈線の上に斜短

刻文。

内面へラミガキ．蕊
1 戸「 庁の

、_00_ノム

38

横走沈線の上に斜行

沈線がつく。

内面へラミカゞキ。h－65－78
］q
ユロ

撒走沈線を切って斜

行沈線がつく。

内面横へラミガキ。1 か『 弓、

、一DO－イム

’
40

’ 横走沈線体部へﾗﾐｶｷ｡内

面ヨゴハケメ。

３

３

０

１

６６ｆ
オ1

拠

」’

21



I 美々8遺跡の調査

’ ’発掘区 備 考番号 名称 法員(cm) 器形の特徴 技法の特徴 文 様

ー

f-66-23 体部へラミガキ。 斜沈線 内外面炭化物付

着。

ルワ
髄々

f-66-03 土師器 口縁部ゆるく外反す

る。

外面横へラミガ､キ。

内面斜へラミガ､キ。

内黒
43

戸谷 『ー同

g－OO－O／ 土師器 外内面へラミガキ。
44

g-66-75 土師器 lm1転ナデ。 内黒。4F

40

h-66-79 外内面へラミガ､キ。 内黒。4戸

10

f－66－22 坏

土師器

ヘラミガキc 内黒。4ワ

士イ

須恵器f-66-23 ロクロ整形。
48

~

9-66-28 須恵器 回転糸切りの後、周

縁をヘラケズリ調整。

1Q
rJ

須恵器9-66-22 ロクロ整形。回転糸

切り。

50

鉢

174 F 【m

脚術

9-66-29 口径 (13.8) 口縁部内締する。器

厚はやや厚手で､ある。

外面ロクロ目が残る

内面丁寧に調整され

る。内外面に施釉。

色調は淡茶柵色。

1/3残存｡胎土は

やや砂粒が多い

焼成は~上部環元

下部酸化。

目1
J」

’’~
~

’
l/2残存。

h－65－74 剛

邸

文

深

細

脂

口径 （21 .9） 内面へラ状工具によ

るナデ調整痕がつく

口唇断面は切出し形

になる。

RL原|*の繩文。口

唇部に繩の刻み目。

口縁内面に縄文。
’

ワワ
竺一



I 美々8遺跡の調査
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I 美々8遺跡の調査
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図1－11 1黒層の土器(2)
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I 美々8遺跡の調査

2）石器等（図1－14）

総数1,543点の石器等が出土した。 このうち、 フレイク・チップ、礫、礫片が98%を占め、

石器はわずか2％の出現率である。以下、器種別に記す。

石鍍( 1～12) 17点出土した。 A4類12点とA7類5点に細分される。 A4類( 1～9)は、

基部が平坦なもの（ 1 ）内湾するもの（ 2～9 ）がある。 A7類(10～12)は、かえしが明瞭

なもの(10･ 11) と不明瞭なもの(12)がある。石材は、 12が頁岩、 ほかはすべて黒曜石。

石槍またはナイフ (13) 1点のみ出土した。基部を欠失した黒曜石製のB1類である。

たたき石(14～16) 19点出土している。 15は扁平礫を素材としたG2類。 14･ 16は球形礫

を素材としたG3類。石材は14 ･ 16が安山岩、 15が砂岩である。 （森岡健治）

鰄鍵鍵難鍵亀皇急鰄鰄鐘畠
－ 1 － 2 ＜＞ 3－4 －5 ＜＞ 6 －7 ‐－ 8

－12

拳馨紳
f ,

鼠愚
9－

－ 10 －1 1p ~L

14

五6５

図1-14 1黒層の石器

表1－7 掲載石器一覧
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I 美々8遺跡の調査

3）金属製品

鉄鍋が3個体、小札・鉈が各1個出土した。

吊耳の鉄鍋（図1 15) I黒層上面で大きく3か所に分れて出土した（図1-9 )。底部

には2本の脚と、中央に径2.9cm、高さl.2cm断面円形の湯口の痕跡が残っている。吊耳の片方

は3孔で、 もう片方はl孔である。耳の内面上には鋳造の際についた筋が残っていることから

耳と体部とは同時に造られたものと考えられる。容量は、 4升焚きである。

鉄鍋（図1-16-2) 一部がI黒層に入り込んだ状態で出土した。破片は腐蝕が進んでお

り小片である（図1-9)。口縁部と体部の間に段がつく。湯口痕・脚・耳などは確認されない。

小札（図1-16-3) I黒層上面で出土した。 2列の穴があいているものである。

鉈（図1-16-4) I黒層上面で出土した。柄部の一部には木質部が残存している。峰は
敲き道具に使用したとみられ、つぶれている。

なお金属製品の保存処理については当センター発行「ユオイチヤシ跡・ポロモイチヤシ跡・

二風谷遺跡」 1985により行った。 （佐藤和雄）

’
図1-15鉄鍋
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表1－8 掲載金属製品一覧

荒伽! '葱 火 ‘ ゞ ｛"Ⅷ 付 r'I 幟 易陸
弓橘 材脚番好

g-66 9'M康綴鰯秀I;.f】 〕/3残ｲ』
今'1－
膨雪パ鉄 fIl州閃1 15

g-65-80FI1-16-1
〃〃

l/2伐イf1 J経×くびれ徒×耐,,,』
30．2×24．4×16．3

便>くI隅×j￥
6．3×3．4×()．3

g-64 09図1-16-2
〃

'｣、 札
I

h 67 4］図1-16-3

二長×l川×j易』‐
25．4×5．3×1．0’f'( g 66 18図1－16 4

4．第Ⅱ層黒色土層上面にみられた道跡と動物の足跡

Ta c層除去後にI黒層上面で道跡としたものと同様な浅い溝状の遺構と、円形のくぼみ

が点々と続いているのが確認された（図1-18)。

溝状の遺構は|隔約60cm、長さ約115mで両端は未調査地区へのびている。 この満状のものは

平坦部にあり、流水の痕とは考えにくい。同様なものは昭和56年度の美々8遺跡昭和60年度

の美々4遺跡でも確認されている。 このうち美々8遺跡のものは方向・規模からみて、今年度

のものに続く可能性がある。またルートはI黒居のものとほぼ重複している。 これらのことか

らl黒居のものと同様に道跡として差しつかえないものと思われる。

円形のくぼみは以前の調査においても動物の足跡であることは判断されていた （北海道埋蔵

29



I 美々8遺跡の調査

文化財センター 1981 ･1985)。今回のものは燗れ沢から平坦部にかけて線状にのびている。

動物の種については、形態・歩様を北海道開拓記念館門崎允昭氏の鑑定結果（北海道埋蔵文

化財センター 1986)に照合した結果、判別できるものはすべてキツネであった。

当時の環境は以前の調査で指摘されているように、裸地かそれに近い状態であった可能性が

強い。季節は融雪期で、 Ta-c層が降下す~る間に降雨があったと考えられている。詳細は「美

沢川流域の遺跡群Ⅸ」北海道埋蔵文化財センター 1985を参照されたい。

（佐藤和雄）
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図1-17 Ⅱ黒層上面の地形（部分）

30



I 美々8遺跡の調査

９
１

f
一RR

ロ

66

二一＝、

、、

逃
蕊、
－－

B~霊~－－雲
､、廷

二一一≦

ｰ

､:Le"
①①

①①

①
0 20m

0

0

O lm

図1-18 Ⅱ黒層の上面の道跡・動物の足跡
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I 美々8遺跡の調査

5.第Ⅱ黒色土層の遺構と遺物

(1 ) 遺構

1 ）住居跡

竪穴住居跡が6軒発掘された。いずれも南斜面下位に構築されている。椛築時期は、竪穴住

居跡の位置・形態やll1土遺物から、 H－1が縄文時代中期で、 H－2～H－6は縄文時代'11

期である。

H－1はH－3と重復しており、 H 3を切って掘り込んでいる。平而形は卵形で竪穴外

周には柱穴と思われるピットがある。

H-2 ･H 3は隅丸方形で、 H 4～6は方形あるいは多角形と推定される。柱穴状の

ピットは全ての住居跡で確認されている。壁際あるいは壁に廻るもので、内傾するものが多い

その断面形は先端部が細い杭痕状をなす。その他の付属する施設はなく、炉跡と推定される焼

土等も確認されない。

H 2は長径が約6mで発掘された住居跡の中では最大のものである。柱穴状のピットは

壁際に廻るものの他に長軸上に3個、主柱穴と思われるものが確認されている。

H－3は長径約4mで、上部をH－］に切られている。谷側に竪穴構築時の掘り上げ土（排

士）が確認された。

H-4 ･ 6は谷側の壁が崩落しているため全体の規模が不明である。

H－5はH 6と重複している。 H－6の覆土を切ってH－5が構築されている。

他の遺構との位置関係は、 H－2の南側にP－l 、 T 32が、 H 5 ． 6の北西側にT

16があるほかは住居跡付近には他の遺構はない。 これは検出された遺構の大部分を占める

Tピットが北側の梱れ沢斜面部と平坦部縁辺とに集中し、住居跡との分布がことなるためで

ある。

（佐藤ﾎⅡ雄）

H-1 (図1-20)

位置h-68-71 ･81･82調査区南側斜面部、標高約11.5～12m｡ H 3と重複。

平面形長軸が東一西方|句の卵形。 規模5.60×3.40/4.64×3.00/0.73

H 3の覆土と北東側の地山を掘り込んでおり、 H－3より規模を一回り大きくした形で

造られている。覆土は斜面下方に向い流れ込んでおり、 Ⅱ黒層～En-aローム屑が混入した

状態である。

床は地形に沿って傾斜しており、 やや凹凸がある。壁は山側の北・東方向では急な立ち上が

りをみせるが谷側の南・西方向では緩やかで南西側では立ち上がりはみられなくなる。床・壁

ともに北西側を除き固く締まっている。

柱穴は全部で11個確認された。 このうちP-10を除いて他は竪穴外周にある。径約12cm、

qワ
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I 美々8遺跡の調査

深さ12～20cm、 いずれもほぼ垂直である。

炉跡は検出されない。

遺物は床直上で2個体の土器がまとまって出土したほか、 フレイク・チップの集I+'が2カ所

確認されている。

時期は床面_l二の土器がⅢ群a類に属するものであることから、縄文時代'1』期に構築された住

居跡と考えられる。 （佐藤和雄）

遺物（図1-21) 3はI群b 4類土器、 LRとRRの自縄|÷|巻原体による縄文がある。

4はⅡ群a－1類のi|ii文土器である。各条の節はいく分なで消されている。 5 ． 6はⅡ群a－

1類の羽状縄文土器である。 5は口径14cnl前後の小形薄手の土器で、u唇断面は角形を呈し、

に|唇面は無文である。口縁直下に縄端によるとみなされる刺突を加え、 その下に斜行する縄文

の条が認められるけれども、条内の節はなで消されている。 6は大形で、 やや厚手の土器であ

る。やや細い条の羽状縄文が施され、条|ﾉ1の節はなで消されているが、かろうじて判別できる。

7は浅くLRの縄文とみなされる文様の施されたⅡ群b類土器である｡ l i唇面を角形に調整

した後器面の縄文を施している。 1 ･ 2 ･ 8 ･ 9はⅢ群a類土器である。 lは口縁の4分の1

程度残存するもので、 4か所に| | '形の突起部をもつものとみられる｡器面上には結束羽状縄文

を地文として突起の下のlか所には3条の沈線がたてにつけられている。他の突起の下にはな

い。器面には凹凸が多い。 2は体部の3分の1程度残存するもので、結束羽状縄文の地に「|縁

の突起部から下ってくる貼付帯の末端部が認められる。貼付帯には縄端によるとみられる刺突

文が施されている。器面にはややII｣ | I ' ' 1がある。 8は2と同一個体の小片である。 9は浅く縄文

の施されたもので包含層の土器と同一の個体に属する。 （大沼忠春）

10 ･ 11は無茎石倣･ 12は二次加工が片面に施されたスクレイパ－･ 13 ･ 14はつまみ付ナイフ。

13は片面全面に二次加工が施されたもの、 14は片面の周辺に二次力ll工が施されたもの、 15 ･ 16

は長軸と短軸の4カ所に打ち欠きをもつ石錘。 （佐藤和雄）

表I-9 H 1掲載土器一覧

図番号

1

2

3

4

5

分類

Ⅲa

〃

Ib 4

Ⅲa－l

〃

ー部位 層位 備考
床

図番号
ハ

h

質

１

糸

大

一

‐

ｂ

ａ

采
』
ａ
ｎ
皿
、
皿

／
７

ｍ
Ⅲ

位

員
乳

乙

″

〃

〃

脅
慰

ｊ此

胴

畷

胴

〃

Ｌ
ｆ
Ｌ

叫
込
口

７
’
８

９

覆土
〃

〃

'1面

口縁

表I-10 H-1掲載石器一覧

図番号 名胤 分類 層位 tきさ(cm) 重さ(9) 材質 m番号 名利 分類 層位 ｝噂さ(c､） 重さ(9 材屈

』
bslO l石 雛 IA－4 覆土 1 .3X1.OXO､2 14 スクレィパー IIE

l5 石 睡 1VN

ⅢE7レイバ(） チ 覆土 3~2X1~8X0．4 obs7 1
－口 上

T~A戸

lA－O11 2.2X1.5X0.3 00 8．5X9．9X2‘0 293.8"

bnl

:まｨがり| Ⅲ、 １

ｓ

訓

巾

０

１

７

８

９

６

０

Ｏ

Ｘ

Ｘ

Ｏ

４

２

２

Ｘ

Ｘ

ハ

６

７

』

４

４

Ｆ

Ｄ

12 1か

10 12.5X14.0X2.8 610.0 Sa
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I 美々8遺跡の調査

(図1-22)

9-68-11 ．21 ･ 12．22調査区南傾斜面。標高約10．2～11．2m･

長軸が北西一南東方向の隅丸長方形。 規模6． 14×4. 10/5.42×3.08/1.06

H－2

位置

平面形

床面はEn-a層を掘り込んでおり、中央部がやや低くなる。南側を除き非常に締まりがよ

い。壁は直線的な立ち上がりをみせ開口部で開く。南壁の一部は試掘の際に削平されている。

柱穴状の小ピットは15個確認された。壁際壁近くのものが11個、長軸線上に3個、配列に規

則性のないものが1個ある。壁際・壁近くものは2個を除きすべて内傾する。

遺物は床から石錘・フレイク・チップ等が出土している。覆土の遺物はⅡ群a類の土器片が

多い。

時期は、本住居跡が斜面部に位置し、形状が隅丸方形であること。床面出土の石錘・覆土及

び周辺出土の土器からみて縄文時代前期に構築されたものと考えられる。 （佐藤和雄）

遺物（図1-23) 1～4はI群b－4類土器である。小片ではあるが、 いずれも、 自縄

自巻の原体による縄文がつけられている。 5～7は、 Ⅱ群a－1類に属する綱文土器である。

6は条内がなでつけられているが、 5 ． 7は、 なでられてはいない。 8はⅡ群a－1類に属す

る羽状縄文土器である。条内はかるくなでられている。 9 ･ 10はⅡ群a－2類土器である。 9

は比較的薄く、内面にも縄文が施されている。口縁部に近い破片とみられる。 10は内面がなめ

られかに磨かれ、器面には非常に粗い縄文の施されているもので、条内の節はふぞろいである

胎士に織維を多量に含む。 （大沼忠春）

l1～15は黒曜石製の無茎石雛、 15は基部の一部が欠損している。 16は黒曜石製の石錐、先端

部が欠損している。 17 ． 20は黒曜石製のスクレイパーである。 17は剥片の形状をあまり変えず

に片面のみに刃部を作出するものである。 20は両面に二次加工が施されるもの。 18 ． 19は黒曜

石製のつまみ付ナイフである。いずれも片面の周縁に二次加工が施され、 19は先端部が欠失し

ている。 21は黒曜石製のフレイクである。床面より出土した。 22は砂岩製の石錘。長軸両端に

打ち欠きがみられる。 23は砂岩製の台石である。中央部がやや凹んでおり石皿の用途も考えら

れる。 （佐藤和雄）

表I-11 H-2掲載土器一覧
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Ｌ
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表I-12 H-2掲載石器一覧

1,i‘1i 1,7: 人 き き （c、) ‘匝さ （月） 材･価
純t 1 .8×1 .3×(〕、2 0.4 (ルR

" 1 ．8×1 ．6×(〕､2 〔) .5 "

" 1 ．3×1 . 1×() ．2 0.s "

〃 2.3×1 .4×0.Z () .5 "

" 1 ．8×1 ． ()×0-2 (） 3 "

今 2．8×2．8×() ．5 （5． 1 ） 〃

" 4． （)×1 .9×() .7 6. '↓ "

〃 （2．2）＞く1 ．8×() ．5 （2． 1 ） つ

〃 3．6×3．6×0．8 7．6 "

〃 8．3×4.3×1 . 1 36．5 "

〃 16．9×14．7×6．6 2．5()0. (） Sa
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H-3 (図1-24)

位置h-68 71 ･ 72･81 ･82調査区南側斜面部。標高約11.4～12m｡ H-1と重複。

平面形長軸が南東一北西方向の長五角形（隅丸方形)。

規模3．90×3.50／2.66×2.50／0．40

床はSpfl ･Ⅲ黒・ Ta-d2を掘り込んで造られており、固く締まっている。地形に沿って

傾斜しており全体に凹凸がみられる。

壁は南西側を除きH－1構築の際に上部が削平されている。北東側のテラス状になる部分

は当初、本住居跡にともなうものと考えていたが、床直上の黒色土の堆積がないことや、周辺

にも同様な地形がみられることから自然に崩落した跡と考えられる。

柱穴は全部で34個確認された。この中には壁際にめぐるものと、 そうでないものがある。壁

際にめぐるものには径12cm～16cm、深さ22cm～42cmの主柱穴と思われるものが10個と、径6cllI

~8cm、深さ12cm～28cmの小ピットが17個ある。主柱穴と思われるものは規則的な配列を示し

P-10を除き全て内傾するものが7個、 その他は垂直である。断面形は先端部が細い杭痕状

である。中央部寄りの柱穴はいずれも垂直で、配列に規則性はみられない。

排土は、本住居跡の堆積状況を知るためのベルトを斜面下方に延長し、断面観察をおこなっ

てた時点で確認された。 この排土は周辺の土と色調が似ているため平面的に範囲を知ることが

困難であった。そのためトレンチを入れて排土を切り断面を観察する方法で広がりを確認した

その結果南東側の壁から斜面下方に約5m×3.5mの範囲で広がっていた。層厚は壁際が最

も厚く約1Ocmあり、他は約6cmである。

遺物は床面でスクレイパー・つまみ付ナイフが出土した。また床面上の土を水洗したところ

装飾品が1点と521点のフレイク・チップ｡が検出された。

時期は、本住居跡の立地・形状、覆土及び周辺出土の土器がⅡ群a類に属することからみて

縄文時代前期に構築された住居跡と考えられる。

遺物（図1-25) 1は、 Ⅱ群a－1類の綱文土器である。口唇断面は特異である。口縁に

へら状工具によるかとみられる刻み目が施されている。 2はⅡ群a－2類土器である。 LR

の太い原体による斜行縄文が浅く施されている。 （大沼忠春）

3～5はつまみ付ナイフである。 3と4は片面の全面に二次加工力面施される。 5は片面の側

縁上に二次加工が施されるもの。 6はスクレイパーで片面に刃部を作出するもの。 7は長さ約

5cmの小型の石斧である。左側縁部に打欠きによる調整がみられる。 8は約菟が欠失している

石製品である。カンラン石製の玉で両面から穿孔されている （佐藤和雄）
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図I-25 H-3の遺物

表I-13 H-3掲載土器一覧

口
表I-14 H-3掲載石器一覧

図番号 材質重ち(9)分類 層位 大 き さ (cm)名 称

|つまみ'寸ナイフつまみ付ナイフ SbⅢ， 7.3×1．6×0．6 8. 1床３

Obs覆土 ワ7
白. ~イ4．5×1．6×0．44 〃 〃

、旬

乙．｡3．8×l.4×0.4５ 〃〃 〃〃

床IIIEスクレイパー 4．4×3．4×0．8 12.5 〃
6

Gr-Mud斧 Ⅳf 覆土 4．9×2．0×0．7 9.0７ 石

8 ’ (0.1）床 Per石 製
1コ

ロロ (0．3)×(0．3)×0．3~
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Ⅱa－2

部 位
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H-4 (図1-26)

位置h-68-81･82･91 ･ 92調査区南傾斜面部、標高約9.8～11m･

平面形長軸が北東一南西の隅丸方形。 規模3.50×330/(3.30) ×2.80/0．97

床はSpflを掘り込んで造られる。地形に沿って傾斜し、凹凸がある。壁は南西側を除きほ

ぼ垂直に立ち上がる。南西側は崩落のため床・壁ともに失なわれたものと考えられる。

柱穴状の小ピットは20個確認された。このうち13個は壁または壁際にある。ほぼ等間隔に廻

り、内傾する。規模はP－4を除き径6cm～8cm，深さ22cm～30cmである。 P－4は径13cm、

深さ45cmと大きい。いずれも断面形は先端部が細い杭痕状である。他の小ピットは、東側に4

個、西側に3個あるが、配列等に規則性はない。

遺物は床直上からフレイク・チップ、覆土からはⅡ群a類の土器片が出土している。

時期は、本住居跡の立地・形状及び覆土・周辺出土の土器がⅡ群a類のものであることから

みて縄文時代前期に構築された住居跡と考えられる。 （佐藤和雄）

遺物（図1-27) 1～11はⅡ群a－1類の綱文土器である。 lは条内の節がなで消されて

いる。口唇直下の部分には沈線による鋸歯文が描かれている。 4 ． 5 ･ 10も条間の節がいく分

なでつけられている。他はなでつけられてはいない。条のI隔の広いもの（6 ）から狭いもの（8）

まである。 12はⅡ群a－2類土器である。 （大沼忠春）

13は黒曜石製の無茎石雛である。 14は安山岩製の台石である。片面に擦り痕がみられる。 15

は砂岩製の台石である。片面は敲痕により凹んでいる。本資料は水分により脆くなっていたた

め接合にあたってはペノール樹脂マイクロバルーンをセメダインCで割ったペースト状のも

のを使用した。陥没部分も良く埋まり乾燥後はカッターナイフで削り形を整えた｡(佐藤和雄）

表I-15 H-4掲載土器一覧
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H-5 (図1-28)

位置h-68-24･34

平面形多角形 規模3．2× （2.35）／2.9× （2.2）／0.5

南斜面のh-68-31～35に、垂直なトレンチを設けた段階で、 h68-34． 35の土居中にTa

_d2層の落ち込みが認められた。調査の結果、 H－6と重複する住居跡であることが確認さ
れた。

平面形は、長径約3.2mの多角形を呈するものと考えられる。谷側の壁は、検出されなかった。

北東壁の外周には、幅約30～50cmのテラス状のものが検出されているが、斜面上方で大きく崩
落しているため、 テラスと判断することは困難であった。

床は、 En-aローム層･ Spfl層を振り込んだ部分と、 その遺構排土でH－6を埋め立て

た部分とにまたがって構築されている。床面は、 ほぼ平坦で微細な炭化粒が薄く散在している。
炉は検出されなかった。

柱穴は、壁際に13個、壁からやや中央よりに1個が検出された。その覆土は、軟質なSpfl
層にTa-d2E･En-aローム層が微量に混入するものであった。直径5～12cm・深さ6～

17cmで角度は、ほとんどのものが中心方向に傾斜している。住居跡の谷側では､検出されなかつ

た。

遺物は、覆土からフレイクが1点出土している。

構築時期は、 その形態からみて、 H－2～4と同様の縄文時代前期のものと考えられる。

しかしながら、 H－5はH－6とともに比較的小型であること、他の住居跡とは離れて位置

していること、約1～2m高い急斜面に立地していることなど、 H 2～4とはやや異った

様相が認められる。 （皆川洋一）

H-6 (図1-28)

位置h-68-24･25 ･34･ 35

平面形多角形 規模2． 15× (1.6)/2. 14× (1.64)/0.56

H－5と重複する住居跡である。

平面形は、残存する部分が多角形を呈するものと思われる。住居跡の谷側は、直接急斜面に

続いており、床や壁など崩落した部位もあるものと思われる。

床は、 Spfl層を掘り込んで構築されている。平坦でH－5同様に炭化粒が散在している。

炉は、検出されなかった。

柱穴は、壁際に11個、中央よりに2個検出された。柱穴の覆土は、 H－5と同様である。

直径5～10cm･深さ6～30cm、壁際のものは中心方向に傾斜しており、中央よりのものは垂直
方向である。

覆土は、 Spfl jg･ En-aローム層(17･ 21E) とI黒層(23E)の逆転が認められるこ

とから、 H－5の遺構排土によって埋め立てられているものと考えられる。このことから、

重複する住居跡の新旧関係は、 H－5が新しくH－6が古いと考えられる。

遺物は、検出されなかった。構築時期は、形態から縄文時代前期と思われる。

（皆川洋一）
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2）土壌

H－lの北側斜面部で一個検出されたのみである。

P-1 (図1-29)

急斜面下の平坦部の一画で、 Ta-d2上に径約3mのほぼ円形をなす黒色土のプランが確
認された。 この黒色土は、斜面を流れ落ちて再堆積したもので、 ピットはこれに掘りこまれて
いる。 この再堆積土は硬くしまっており、それに比してピットの埋土は軟質である。ピット内

から遺物が出土しているが、再堆積土からはまったく出土していない。 （干葉英一）
位置9-68-20 平面形楕円形
規模1.77×1.47/1.24×0.82/0.54

覆土 l 黒色土（黒色士>d2) 2 黒褐色土（黒色土>d2)

3 d2崩落土 4 暗灰褐色土（Ⅲ黒+EnL)

5 褐色土（黒色土>d, ) 6 褐色士（黒色土>d2)

遺物（図1-30) 1はI群b－4類土器である。口唇断面は角形に調整され、器面に自
縄自巻の原体による撚糸文風の縄文を施している。口唇断面は角形に調整されている。器面は

縄文施文後に器面をなでている。にl縁に縄文による刻み目を施し、上下、 2段に短縄文の帯が

認められる。短縄文には自縄自巻原体の端部が使用されている。 2には下半部にLRの斜行

縄文が施されている。その上部には羽状に撚糸文風の縄文が施されているが、 この条間はなで
られている。

（大沼忠春）

3は黒曜石製の石錐である。先端部に潰れ痕が残る。 4は頁岩製のつまみ付ナイフである。

片面全面に二次加工が施される。 5は片麻岩製の石錘である。長軸両端に打欠きがみられる。

（佐藤和雄）
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表I-17 P-1掲載土器一覧

類 部

縁｜ 覆土 ’

表I 18 P-1掲載石器一覧

’’ 重さ（大きさ(cm)称 ’ 分類

５
｜
恥

6．6×9×1

4．9×2．4×

' 2~7×l~O×

ⅡC

Ⅲ，

｜

’

錐

み付ナイフ

340賑
一錐｜ ⅣN ’ _」

3) Tピット

38基のTピットが検出された。 これらは、調査区の北側と南側の2か所に分布している。

前者は、 h-65 ･ 9－65区の東西方向に走る個れ沢の両岸に15基分布している。後者は、 h

－67 ． 9-67区の台地縁辺部に19基列をなしており、南側斜面に3基が分布している。 T－

2 ． 3は、昭和60年度の調査において、その一部が調査区外に存在していたもので、残りを今

年度調査したものである。 T-2 ･ 3は、 T-13･ 12と先に報告されているものである。

構造は、 5基(T-14･28･32･36･37)が小判型で杭穴が伴うもの、残る33基はすべて

溝状のタイプ°のものである。 この他に曠底に達しない杭状の痕跡がみられるものもある (T

-9 ･ 15 ･ 22)｡

長軸の向きは、 5基(T－11 ． 15 ･ 16 ･ 18． 37)が東西方向で等高線と平行なのに対して、
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残る33基はすべて南北方向で等高線に対して直交する。横断面は、大半が崩落によりV字形

またはY字形を呈している。

覆土の堆積状況は、 いずれもEn-aローム・パミス、 Ta-d2を主体とする土居と黒色土

（Ⅱ黒・Ta-d])が互居をなす。前者が後者よりも堆積量が多い。 （立川トマス）

T-1 (図1-31)

調査区北側の沢底にあり、昭和60年度に調査したT－lの北東約2mに位置する。 これは、

北側斜面から続くT－3、 T－2と9～10m間隔で並び、 さらにT－7あるいはT－9へ

続くものと考えられる。曠底の幅は約20cmで、南壁がオーバーハングしている。

位置h-65-73･83 平面形長楕円形

規模2．54×0.77／2.38×022/1. 18m

T-2 (図1-31)

調査区北西端に位置し、南西部の約賭が昭和60年度に調査されている (T-13)。長軸方向

は等高線と平行し、斜面上位のT 3と下位のT－lの中間に位置している。

位置h-65･ 92 平面形楕円形

規模 （0.94） ×0.82/(0.75) ×0.27/1.35m （森岡健治）

T－3 （図1-32)

昭和60年度に一部が調査区外に存在し、未調査だった部分を調査したものである。北壁上部

の崩落が大きい。

位置g 65-00･01 平面形長円形

規模2．68×1.08/2.38×0.27/1.55 （立川トマス）

T-4 (図1-32)

T－5と重複。中央部から南西側の壁・覆土の一部をT－5に切られている。

位置g 65-91 ･ 92 平面形長楕円形（溝状）

規模2．96×0.80/2.95×0. 19/1.26

T-5 (図1-33)

北東側でT－4の壁・覆土を切っている。

位置9-65-91 ｡ 92 平面形長楕円形（溝状）

規模 （1.35） × (0.50)/1.55×0. 16/1. 10

T-6 (図1-33)

平面形・規模・長軸方向などから、 T－5と同時的に掘り込まれたものと思われる。

位置9-65-82 平面形長楕円形（溝状）

規模1.41×0.87/1.28×0. 18/1.38 （佐藤和雄）

T-7 (図1-34)

調査区北側の沢底T－1とT－9のほぼ中間に位置する。曠底の幅は約20cmで、南西壁

がオーバーハングしていることなどから、 T－lと非常に類似した形態といえる。’
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位置h-65-64． 74 平面形長楕円形

規模2．43×1．00／2.45×0.21/1. llm

T-8 (図1-34)

調査区北側の沢底にあり、 T-12の北西4mに位置する。 ピット中にみられる黄褐色土

(EnL)は、 このピットが完全に埋没する前に周辺から投げ込まれたものと思われる。

位置h-65-74･84 平面形楕円形

規模2.12×1.04/1．67×0.21/1.62m (森岡健治）

T-9 (図1-35)

長軸両端の壁中位が、 こぶ状に崩落しているが短軸の両端の壁は、 ほとんど崩落がみられな

い。

位置h-65-65 平面形長楕円形

規模l.98×0.76/1,85×0.19/1.44m

T-10 (図1-35)

南東側壁の壁中位から上位の崩落が大きい。

位置h-65-65 ． 75 平面形長楕円形

規模1.60×0.90/1.56×0. 17/1.61m

T-11 (図1-36)

短軸両壁の崩落が大きい。

位置h-65-57･ 58･67･68 平面形長楕円形

規模2． 13×1.21/1.40×0.25/1.75m

T-12 (図1-36)

壁の崩落もほとんど見られず、構築時の形状をもっとも良く留めているものと思われる。

位置h-65-76 平面形長楕円形

規模1．96×0.54/1.93×0. 17/1.07m

T-13 (図1-37)

短軸両壁と南壁の崩落が大きい。土層断面からみて、埋没途中の覆土4層下面を境にして、

手を加えている可能性がある。

位置h-65-18． 28 平面形長楕円形

規模2. 11×1. 19/1.35×0.29/1.58m

T-14 (図1-37)

東側壁の崩落が大きい。曠底は、若干南から北へ傾斜している。また、杭穴と思われる小ピッ

ト2個が確認された。

位置h-65-69･ 79 平面形楕円形

規模1.93×1.20/1.34×0.42/1.43m
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T-15 (図1-38)

土居断面からみて、埋没途中で杭状のものが立てられた可能性がある。その杭状のものは土

居中位までで止まっている。

位置h-65-89 平面形長楕円形

規模1.79×0.82/1．39×0.28/1.04m (立川トマス）

T-16 (図1－38)

北東側の壁の崩落が激しい。擴底の中央部分には杭穴と思われるが小ピット、東南部分には

前者よりも大型の小ピットが検出されている。

位置h-68-33･43 平面形楕円形

規模1.96×1.35/1.53×0､38/1.16m

遺物（図1-38) 黒曜石製の石鍍で先端部と基部が欠損している。 （皆川洋-)

T-17(図1-39)

壁中位から上部の崩落が大きい。

位置h-67-76 平面形長楕円形

規模2．05×1.04/1.36×0.44/1.65m

T-18 (図1-39)

曠口付近での壁の崩落がみられる。長軸方向北側の擴底が若干凹凸している。覆土中から、

I群b類の土器2点と黒曜石製フレイク1点が出土している。

位置h-67-76･78 平面形長楕円形

規模2．22×0.99／1.92×0.31/1.89 (立川トマス）

遺物（図1-39) 1 ･ 2はI群b－3類土器である。 lには自縄自巻の原体による縄文、

2には綾絡文が認められる。同一個体かとみられる。 （大沼忠春）

T-19 (図1-40)

上半部の崩落のため横断面はY字型である。下半部は、 ほぼ原形を保っている。曠底は、

谷方向に傾斜している。

位置h-67-75 平面形長楕円形

規模2．34×0.8／2.01×0.2/1.0 (皆川洋-)

T-20 (図1-36)

南斜面肩部に位置する。擴底は中央部が凹む。

位置9－67-14･ 15 平面形長楕円形

規模2．36×1.25/1.88×0.51/1.50

T-21 (図1-41)

壁中位から上部にかけて若干崩落している。

位置h-67-35 平面形長楕円形

規模2. 10×1.72/1.03×0.33/1.96
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T-22 (図1-41)

土層断面から、 b層がレンズ状に堆積した時期に杭状のものが立てられた可能性がある。

北方向に傾斜している。

位置h-67-05 ･06 平面形長楕円形

規模1．96×0.71/1.92×0.34/1.61 (立川トマス）

T-23 (図1-42)

大きく崩落している。 l居中には、他のTピットの排土と考えられるTa-d2が認められる。

位置h 67-85 ･86 平面形長楕円形

規模1．06×2.25/0.4×1．8/1.33

T-24 (図1-42)

上半部の崩落により、横断面はY字型を呈している。擴底は、斜面に沿って傾斜している。

位置h-67-66 平面形長楕円形

規模1.97×0.84/1.38×0.28/1．22

（皆川洋一）

T-25 (図1-43)

壁の崩落が大きい。

位置h-67-67 平面形長楕円形

規模2．20×1. 11/1.46×0.28/1.41 (立川トマス）

T-26 (図1－43)

上半部の崩落により横断面はY字型を呈する。 l居中には、他のTピット排土と考えられ

るTa-d2が認められる。

位置h-67-46 ．47 平面形長楕円形

規模2．53×0.81／2.07×0.24/1.52

T-27 (図1-44)

大きく崩落している。 l層中には、他のTピットの排土と考えられるTa-d2が認められる〔

位置h-65-38 平面形長楕円形

規模2．02×1.0/1.36×0.3/1.2 (皆jl l洋-)

T-28 (図1-44)

曠底の中央部から、杭穴と思われる小ピット1個が検出された。

位置h-67-27 平面形楕円形

規模1.43×1.01/0.72×()29/1．35 (立川トマス）

T-29 (図1-45)

大きく崩落している。 1居中には火山灰が少量ブロック状に堆積している。

位置9－67－37 平面形長楕円形

規模2.33×1. 16/1.7×0.2/1.53 (皆) | |洋-)

｜
I
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T-30 (図1-45)

擴底が、北から南にかけて傾斜している。覆土中から、黒曜石製のフレイク1点が出土して

いる。

位置g-67 15 ' 16 平面形長楕円形

規模2. 17×0.86/1.72×0.25/182 （立川トマス）

T-31 (図1-46)

発掘区南側斜面の肩部に位置する。擴底は地形にそって南側に傾斜している。

位置h-67-56･ 57 平面形長楕円形（溝状）

規模 1.94×0.83/1.53×0.37/1.34

T-32 (図1-46)

擴底のほぼ中央部に杭状の小ピットが1個検出された。

位置g-68-10･ 11 平面形楕円形（小判型）

規模2.04×1.66/1.03×0.42/1.25

遺物（図1-46)黒曜石製の無茎石雛。 （佐藤和雄）

T-33 (図1-47)

横断面は、 Y字型を呈しており、 l層と3層は、他のTピットの流れ込み土と考えられる。

位置9-67-79 平面形長楕円形

規模1.74×0.91/1.43×0. 14/1．34

T-34 (図1-47)

Ⅱ黒層上面で確認できたが、掘り込み面は不明である。

位置h 67-18･ 28･ 29 平面形長楕円形

規模2．42×9.7／2~24×0.22/1.54

T-35 (図1-48)

上半部の崩落のため、横断面はY字型を呈する。 EnP以下の下半部は、 ほぼ原形を保って

いると考えられる。

位置9-67-55 平面形長楕円形

規模2．46×1.02/1.9×0.24/1.35

T-36 (図1-48)

北西部の壁面が大きく崩落している。曠底は、水平で中央部に杭穴と思われる小ピットが検

出されている。

位置h-68-81 平面形楕円形

規模1．68×1.37／1.73×0.62/1．4 （皆川洋一）

T-37 (図1-49)

発掘区南東側の斜面部に位置する｡曠底は地形にそって傾斜しており、中央部に杭状の小ピッ

トが1個検出された。
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平面形楕円形位置h-68-02 ． 12

規模1.79×1.38/1.09×0.44/1.35 (佐藤和雄）
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覆土 1 黒色土（Ⅱ黒>d'十.2） 2 赤褐色±（d2）

3 暗褐色土(EnL+d,>d2） 4 黄褐色土(EnL）

5 暗黄褐色土(EnL>d2） 6 赤褐色土（d2）

7 暗黄褐色土（EnL＞d2） 8 暗黄褐色土（Er1L

9 黄褐色土(EnL+P) 10黄褐色土(EnP）

11 黒色土 l2 E『lP

13黒色土（黒色土>EnP） 14 EnP

15黒色土

、

表I-21 T-18掲載土器一覧
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T－19

国土 1 黒褐色土(Ⅱ黒＞d'>d2）

暗褐色土（｡z>Ⅱ黒>'）

暗茶褐色土（Ⅱ黒>d2ヵ.' ）

Ⅲ黒崩落土

茶褐色土（d2+Ⅲ黒>Ⅱ黒）

暗茶褐色土（d2+EnL）

明黒褐色士（Ⅱ黒浄dz）

暗赤褐色土(d2>>Ⅱ黒）

暗黄褐色土（EnP＞Ⅱ黒）

錫
３
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５
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７
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９
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一
Ｏ
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」
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Ｉ
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Ⅱ
剛
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剛
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岬
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／
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~

~

~

~
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~
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~

。
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－－一

｜

J
黒色土（Ⅱ黒>d,>d2P）

黒褐色土（d,>Ⅱ黒>d2P）

黒色土（Ⅱ黒十d,＞d2P）

黒褐色土（dI>Ⅱ黒＞d2P）

赤褐色土(d2）

赤褐色土（d2P＋EnP）

黒色土（Ⅱ黒十．2）

１
１
弓
進
へ
４
》
月
甲
貝
〉
戸
ｈ
》

０２－

土

Ｔ

国 赤褐色土（d2P+EnL) 15暗赤褐色土（d2+EnL＞Ⅱ黒）

黒褐色土 16 EnP

褐色土(d2+Ⅱ黒十EnL) 17黒色土(Ⅱ黒）

褐色土〈d2＋Ⅲ黒） 18褐色土(EnP＋･d2）

黄褐色土（EnL） 19 EnP

黒色土 20黒色土

暗赤褐色土(d2+Ⅱ黒） 21 黒色土（Ⅱ黒>>dl ）

図I-40 T-19．20
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ぬ
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T－21

○罰土 1 暗黄褐色士（EnL>>d2P）

3 黒色土（Ⅱ黒十d, ）

5 赤褐色士（d2P＋L”EnL）

7， 7’黄褐色土（EnL崩落）

9 EnL＋P黄褐色土

1 1 , 11 '黒色土（Ⅱ黒>>d畠P)

13 黒色土（Ⅱ黒）

2 暗黄褐色土（EnL+dP+Ⅱ黒)

4 暗褐色土（d,>Ⅱ黒十d2）

6 赤褐色土(d2L+EnL）

8 暗褐色土（ I[黒十EnL>>d2）

10， 10'EnP

12 EnP

14 EnP

蕊10， 10 ， 12， 14は壁の崩落”

|、

｜ , ’

／ b

「

b22．00口

－

0ワーーー －
２
－
Ｌｑ

一

一

I。侭
：

T－22

覆土 1

3

5

黒色±（ 11黒＞d,＋dzP）

褐色土(d,+d2P杭跡7）

EnP

黒色土（Ⅱ黒十．↑＞EnP）

2 褐色土（dl＋Ⅱ黒>d2P）

4 EnL＋P

6 黒色土

o lm

図I-41 T-21･22

ワ1
イ上

－



美々8遺跡の調査I

ｒ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｊ

ｒ
Ｉ

~

〆

㈲I

l1ｮ’

l l/

x～

＃ …ｑ
’

’-－ ｂ
一 ~

一
．

|l岸

２ ３
Ｔ

侭
伽
居

，
Ｉ
Ｊ
Ｉ
ノ I。

暗褐色土(d2＞Ⅱ黒) 0 Im
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暗褐色土(Ⅲ黒十d2）

明黒褐色土（Ⅱ黒＞EnP>>d?）

’ 1 1

黒褐色土（Ⅱ黒＞dl＞d2） 2

明黄褐色土（Ⅲ黒十EnL） 4

褐色土（Ⅱ黒十EnL＞d2） 6

暗黄褐色土(EnL ･ P＞Ⅱ黒> 8

Ⅲ黒>d2）

黄褐色土（EnP崩落土）
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黄褐色士（EnL十

黄褐色土（EnP>

黒褐色土（Ⅱ黒＞

暗黄褐色土（EnP

黒褐径十 （Ⅱ黒>

暗黄褐色土（EnP
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b21 . '0q

，~
b

一一

．l~~
一

||岸
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リ『-2,
覆土 1 黒色土（Ⅱ黒>>d, ） 2 黒褐色土（Ⅱ黒>dl>d2) ,
3鑛色土(Ⅱ黒>）｡,>>d2) 2届よりd2の貝が 4 明褐色土（Ⅱ黒＞d2） 〔ヅ

ノ

一一ｰ

I
少ない

暗茶褐色土（Ⅱ黒>d,>d2）

暗赤褐色土（d2＞Ⅱ黒）

暗褐色土（Ⅱ黒十d2>>Ⅲ黒）

暗褐色土（Ⅲ黒、崩落土）

暗黄褐色土（EnP>>Ⅱ黒＞d2）

18暗黄褐色土（EnP、崩落土）

6 褐色土（褐色土十。,）

8 黄褐色土（Ⅱ黒十d2）

10, 13黄褐色土（Ⅱ黒十d2>EnL）

12暗茶褐色土（Ⅱ黒十d2>EnL）

15暗黒褐色土〈Ⅱ黒>d2）

17明黒褐色土（Ⅱ黒＞d2＞EnP）
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覆土 1 黒褐色土（Ⅱ黒>d,>dz）

3 茶褐色土（Ⅲ黒>EnL>d2）
／2 暗赤褐色

4 暗黄褐色

土（d2>Ⅱ黒）

土（EnP＞Ⅲ黒＞EnL>>Ⅱ

黒＞d2）

6 黄褐色土（EnP）

8 黄褐色土（EnP）

5 黒褐色土（Ⅱ黒＞d2）

7 黒褐色土(Ⅱ黒>d2）

0 ｜、

図I-43 T-25･26
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I 美々8遺跡の調査

3 暗褐色土(Ⅲ黒十EnL） 4 褐色土(Ⅲ黒十EnL>EnP>Ⅱ黒洋＞ 0 lm

d2）

5 暗褐色土（Ⅱ黒>d2） 6 暗黄褐色±（EnP>Ⅲ黒）
7 明黒褐色土（Ⅱ黒十d2>EnL） 8 黄褐色±（EnL＋EnP>>Ⅱ黒>dﾌ）
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覆土 1 黒色土(Ⅱ黒十d,>d2)

3 黒色土（d,＋Ⅱ黒>>d2)

5 赤褐色土(d2＋Ⅱ黒）

7 黄褐色土（EnL＋EnP）

9 赤褐色土（d2＋Ⅱ黒）

2 赤褐色土（dzP）

4 赤褐色土（d2P）

6 黒色土（Ⅱ黒十d2P）

8 黒色土

10 EnP
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Ｏ
舎
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EII-44 T-27．28
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明黒褐色土（Ⅲ黒>d2）

暗黄褐色土（EnL>d2)

暗褐色土（Ⅱ黒十d2>EnL

暗褐色土（d2＞ Ⅱ黒）

暗褐色土（d2＞Ⅱ黒）

暗黄褐色土（EnL>d2）

黄褐色土（EnL+EnP>Ⅲ黒>>d2)
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黄褐色土（EnL>>d2） 2 黄赤褐色土（d2>〉EnL）

黒色土（Ⅱ黒>dl+d2） 4 暗赤褐色土（d2＋d,＋Ⅱ黒)

暗赤褐色土(dl＞d2+Ⅱ黒） 6 黄褐色土(EnL）

暗赤褐色土（dz+EnL+Enp） 8 暗黄褐色土（B1P>>Ⅱ黒十d2)

黒色土（Ⅱ黒>d2） 10, 12, 14, 16 （EnP､崩落土）

黒色土（Ⅱ黒>d2L） 15, 17黒色土
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b21 70｡
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一一

撹乱一

一

ノ

T-31 /

檀土 1 黒色土（Ⅱ黒＞d2） 2

3 黒色土(d,>Ⅱ黒） 4

5 赤褐色土（d2の崩落土） 6

7 黄褐色土（EnP崩落土） 8

9 暗黄褐色土（Ⅲ黒十EnL>d2) 10

1 1 黄褐色土（EnP崩落土） 12

13黄褐色土（EnP崩落土）

黒色土（Ⅱ黒十．1＞d2）

暗褐色土（dl＞d2）

暗褐色土（EnL＋EnP＞d2）

黒色土（Ⅱ黒十Ⅲ黒十d2）

黒色土（黒色土十d2）

黒色土

O lm

や
～
、Ⅲ

I

鶏墨
－1

黒色土

黒褐色土（黒色土＞dI ）

d2 崩落土

黒色土（Ⅲ黒＞d2）

EnL崩落土

黒褐色土（黒色土>dZ＋

黒色土（黒色土>>d2)

■、

表I-22 T-32掲載石器一覧

|図番号|名称
| ‘ ｜石鉄

図雷号 名称

石鉄1

卜 類 層位 大きさ(c､） 、

(0.7)IA 4 覆土 2.0X1．5X0.3 Obs

図I-46 T-31 ．32と遺物
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暗茶褐色（Ⅱ黒十d2）
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暗褐色（Ⅲ黒十d2>Ⅱ黒）
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暗黄褐色土（EnL>Ⅲ黒） 4

茶褐色土（EnL＋EnP＞Ⅱ黒） 6

褐色土（EnL＋EnP>Ⅱ黒＞dﾌ） 8

暗褐色土（dl>>d2＞Ⅱ黒）

暗黄褐色土（E､【~>Ⅱ黒>d2

黄褐色土(EnL＞EnP）

黒褐色土(Ⅱ黒>d,）

9 黄褐色土（EnP）
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土福 黒褐色士（Ⅱ黒>d,＞d2）

暗赤褐色土（d2>ｼd, ）

暗赤褐色土（d2津Ⅲ黒）

黒褐色土（Ⅱ黒＞d2）

2 暗赤褐色土（。z>d, ）

4 明黒褐色土(Ⅱ黒>d1ｶ.2)

6 暗黄褐色土（EnL十.2>Ⅲ黒

8 暗褐色土（Ⅲ黒＋dﾌ＞Ⅱ黒）

9 明赤褐色土（｡z＞Ⅲ黒>>EnP） 10黄褐色土（EnP）

〆

圭

誠

~
２
○
Ｊ
、
卸

．

ｄ

ｄ

褐色土(dz>dt) 8 明褐色土（EnL沙Ⅲ黒

9 暗茶褐色土（dr>Ⅱ黒) 1，明褐色土（Ⅲ黒十EnL

1 1 灰黄褐色土（Sf）

13明褐色土（EnL>Sf）

15明茶褐色土（EnL＋Sf

l7灰黄褐色土（Sf）

19黒褐色土（Ⅱ黒＞d,）

12明褐色土（dr＞Ⅱ黒)

14階茶褐色土（d2＞､黒

16灰黄褐色土（S『 ）

18灰白色土（S1）

20灰白色土（S1）

0 1m
’ 1 1~

図I-48 T-35･36
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T－37

国土 1 黒色土(Ⅱ黒＞d2､粘性がある） 2

3 暗黄褐色土（EnL ･ P>>dP＋黒 4

色土）

5 暗灰福色土（、黒d2） 6

7 黄褐色土(EnP＞d宙) 8

9 暗褐色土（黒色土十EnP＋d2) 10

1 1 黒色土（黒色土津S1＋EnP+d2) 12

慣褐色土（dz津EnL）

黄褐色土（EnL>EnP＋

が強い）

暗椙褐色土（EnL ・ P＋

黄褐色土（EnL ・ P＋d

黄褐色土（汚れたS1 ）

暗黄褐色土（汚れたS1 ）

､○

~

Ｏ
」

1m
’ ’

図I-49 T-37

(2) 遣物

Ⅱ黒層からは、縄文時代早期～晩期の土器片が1,947点とこれらに伴うと考えられる石器等

15,661点・石製品1点が出土した。

1 ）土器（図1-50～54)

1,947点のうちI群のものが47％で最も多く、 Ⅱ群が19%、 V群7%、 Ⅳ群7%、 Ⅲ群5%

と続く。 これらの土器はI群のものが平坦部から南斜面にかけて、 Ⅱ群のものは南斜面にそれ

ぞれ集中しており、その他のものは南斜面を除きほぼ全域に分布する。 （佐藤和雄）

I群b－3類(1)薄手の器面にl～1.5cm間隔で多数横環する|ﾘ1瞭な隆線を形成する貼付帯が

ある。その間に、短縄文と縄線文を交互に施している。本類の中でも新しい段階のものかとみ

られる。

I群b－4類（ 2～34） 5には一条の隆起線が認められ、 その上下に本類の特色となる

羽状の自縄自巻の縄文が施されている。本類の内では最も古い段階のものとみなされる。 2～

12は次の段階とみなされるものである。 2 ･ 7 ･ 11は同一個体とみなされるもので、 口縁に短

縄文を2列に施している。

4は同一個体で、撚り戻しになった原体RRによる施文の認められるものである。 6は縄文

の圧痕のやや深いもの、 8 ． 9は縄文地に綾絡文の認められるものである。 10は底部の周囲に

縄端による刺突文を加えている。
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図1-52 Ⅱ黒層の土器(3)
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図1-53 Ⅱ黒層の土器(4)

13～24は、比較的新しい段階のものと思われる。 13 ･ 14は自縄自巻の原体による縄文のみの

ものである。 15には結束の回転文かとみられる文様がある。 16には大柄な結節の回転文が施さ

れている。 17には縄文施文後に器面をかるく磨いたようにみられるものである。 18には4段、

19には2段縄文をめく÷らすものである。 20･21には口唇直下に一段短縄文をめぐらす、 22は、

縄文の間に短縄文を配するものである。 23は、口唇上と口縁に棒状工具による爪形状の刺突文

をめく、らし、体部に2本並列する撚りの異なる原体の撚糸文が施されている。 24には痕跡的だ

か、 25には明瞭に縄端による刺突文が施されている。 26～28は同一個体で、縄文に重ねて魚骨

回転文を施している。 29は内面に貝殼によるかとみられる条の施されたものである。 30は、底

面には縄端による刺突文を施したもの。 30． 31は平底を呈し、 32は丸底に近いものとみられる（

33 ． 34は最も新しい段階に属すとみなされるものである。 33は無文の口縁部で、 34は比較的太

い撚糸文の施されたものである。

Ⅱ群a 1類（35～57） 35～51は綱文土器である。 35～37は比較的薄手で、古い段階のも

のかとみなされる。 36と37は同一個体で、口唇に繩喘によるかとみられる刺突がある。 38～43

は条内のなで消されたもので、 39は比較的薄手であり、 35～37と|可様古い段階のものかとみら

れる。38の条は幅がlcm、 41の条は1.5cm程である。口唇は角形か切り出し形に調整されている〔

44～49は条内の節の認められるものである。 49の条はわずかにつけられている。 50の文様は、

通常の縄文とは異っていて、 あるいは組み紐の類の圧痕かとみられる｡ 51は条の'l'目の狭いもの

で、 5mm程である。 50･ 51は新しい段階のものとみられる。 52～57はⅡ群a－1類の羽状繩文

土器である。 52は節がなで消されている。 52～54, 56は帯状の縄文帯の|幅が広く、 55は少し狭
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図1-54 Ⅱ黒層の土器(5)

い。 55の内面はなめらかに調整されている。

Ⅱ群a－2類（58～66） 58～60は同一個体とみなされる斜行縄文が施され幅のせまい綱文

が施されている。 62～66は粗い斜行縄文の施されたもので、 62～64は圧痕が深く、 65 ． 66では

浅い。 62の口縁には貫通孔がめぐらされている。

Ⅲ群a類（76 ． 67 ． 68） 76は底部周囲3分の1程度が残存する。内面は磨かれていて外面
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I 美々8遺跡の調査

は部分的に縄文が施されている。縄文施文後底部の周囲をなで調整している。底面には綱代痕

がある。 67は結束羽状縄文の他に貼付帯を施し、 それに指頭で刻み目をつけている。内面は磨

かれている。 68は結束羽状縄文の他に貼付帯を施し、それに棒状工具で刻み目を施すもので、

内面には凹凸があり、 なで調整がなされている。

Ⅲ群b－2類（69～71） 69 ． 70は同一個体とみなされ、器面には横走気|床の斜行縄文を

地として下から斜に突いた刺突文と3条の沈線が施されている。 71は横走気味の縄文の施され

ているものである。

Ⅳ群a類（72～75） 72は胎土に繊維を含まず、縄文施文後に器面がなでられたような形跡

がある。 73は口唇と内面にも縄文が施されている。口唇直下に縄端によるかとみられる刺突文

が加えられ、内面に突痕を形成する。 74は口縁部が無文の薄手の土器であり体部に横走する細

かい縄文の施された破片である。 75は無文のもので、器面調整痕とみなされる擦痕がある。

Ⅳ群b類(77 ･ 78 ･80) RLの斜行縄文を地として沈線による文様が描かれている。口唇

から内面にかけて磨かれている。 78は注口付土器とみられ、注I l部を除く3方に瘤状の貼付文

がある。周囲の3分の2程度残存する。器面には羽状縄文を沈線で区画し、磨消縄文を形成し

ている。体下半にはRLの斜行縄文が施されている。 80は口唇が磨かれ、細かい羽状縄文の

施された土器である。

Ⅳ群C類(79 ･ 81～90) 79は壺形土器の体部で、縄文地には沈線で文様が描かれている。

体下半にLRの細かい縄文が施されている。 81 ･ 82は同一個体で、 口唇に刻み列、体部には

縄文地に沈線による文様が描かれている。 84～89は同一個体に属するものである。 1ｺ縁に突起

があり体部にくびれをもつ大形の深鉢形土器である。口縁部と体部に縄文を施し、 それに重ね

て沈線をつけ、口縁直下には、突瘤文が並べられている。 90は壺形土器の|コ縁部で突起部分を

欠失している。磨消縄文の施されているものである。

V群c類（91～104) 96 ･ 98･ 99 ･ 102は、鉢形二'二器とみなされるもので縄文のみの文様

である。雄施文後器面をなで調整していて、文様が不鮮明である。 91～95は縄文の施された浅

鉢形土器とみなされ、 91～94の口唇には刻み目がある。 91の刻み目は指頭によるものとみられ

る。

92と93は|司一個体で、刻み目は部分的である。

97は無文の土器で、薄手である。亀ヶ岡式系とみられる。 101は、大形の片口付浅鉢の破片

である。内面の黒色で光沢をもつ状態と、外面に炭化物の付着しているのをみると、 フライパ

ンのような用途にあてたものかと思われる。文様は口唇面と、側面に認められ、外側全面に縄

文が施されている。口唇には縄線を並列させ、所々棒状工具で刻みを入れている。また、口唇

部に刻み目をめぐらせている。隆帯につけられた刻み'1は爪によるものである。 100･ 103 ･

104は底部の破片である。 100･ 103の内旧iには炭化物が付着し、 ほぼ全面黒色を呈する。 104は

小形の浅鉢形土器の底部とみなされる。器面に縄文を施し、 その表面をなで、沈線を描き、 さ

らに刺突文が加えられている。 （大沼忠春）
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I 美々8遺跡の調査

2）石器等（図1－55～59）

Ⅱ黒層からは、 15,662点の石器等が検出された。このうち、フレイク・チップ(01 ･02) 、礫・

礫片(Xo ･X, )が97%を占め、石器は3%の出現率である。

石器は総数495点のうち、剥片石器352点、礫石器143点である。剥片石器の器種別出土頻度は、

石鍼が64％を占め、以下、つまみ付ナイフ、 スクレイパー、石棺またはナイフ、石錐のl1頂であ

る。礫石器では、石斧が71%で最も多く、すり石、 たたき石、砥石、石繩、台石、石皿のlll自と

なる。以下、器種別に記す。

石雛( 1～63) 224点出土したうち破片を除く177点については、 A2～A7類に細分される。

A2類( 1～4 )は、 6点出土した。二次加工は、いずれも両面を入念に施している。A3類( 5

~12)は、 14点出土した｡五角形を呈する薄身のもので、両面とも入念に二次加工の施された

ものが多い。 A4類(13～43)は、 112点出土した。基部が平坦なもの(13～26) と内湾する

もの（27～43）がある。 A7類(44～63)は、 42点出土した。かえしが明瞭なもの(47･ 50~

53 . 58～61 ． 63） と不明瞭なもの（44～46 ．48． 54～57 ． 62）がある。石材は47のみ硅岩で、

ほかはすべて黒曜石である。

石槍またはナイフ （64～70) 10点出土したうち、 4点は破片である。 B1類(64～68) と

B2類(69･70)に分けられる。石材はすべて黒曜石である。

石錐（71 ． 72） 4点出土している。 71は棒状のC2類で、先端部は摩滅している。 72は、

断面が三角形に近いC,類である。石材は、 いずれも黒曜石である。

つまみ付ナイフ （73～101） 62点出土した。 D1類およびD3類～D5類に細分される。 D1

類（73～84）は、片面全面加工で裏面の一側縁に調整痕を有する。 D3類(85～93)は、片面

周縁加工のもの。 D4類(94． 95)は、片面全面加工だけで裏面は素材面のままのもの。 D5

類（96～101)は、両面加工のものである。石材は黒曜石のほか、頁岩、硅岩も多く含まれる。

スクレイパー（図102～112) 52点出土した。定形的なものは少なく、剥片の側縁または端

部に二次加工を施したものが多い。石材は106のみ頁岩で、 ほかは黒曜石。

石斧(113～121) 102点出土したが、 85点は破片である。細分できたものは､ F1類(113)

が4点、 F2類(114～120)が8点、未成品(121)が5点である。

たたき石(122) 7点出土したうち、 3点が破片である。 122はG4類で、 M類片を再利

用したものと考えられる｡石材は安山岩である。

すり石(124～128) 18点出土したうち、 13点が細分される。 J1類(123～125)は、角柱

礫を素材としたもので、断面は三角形になる。 J2類(126～128) は、扁平礫を素材としたも

のである。 128は、すり面の両端に打ち欠きを有する。石材は、 122･125が安山岩、 ほかは砂

岩である。

台石・石皿(129) 4点出土した。 129は破岩製で、両面が使用されている。

石錘(130 ｡ 131) 130 ･ 131は、長軸に打ち欠きを有する破岩製のN類である。

石製品(132) 1点のみ出土した。 132は蛇紋岩製の玉の破片である。 （森岡健治）
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隻 隻書隻~零
－1 ＜＞ 2 ＜二＞ 3 ＜＞ 4

曇参鍵尋勢拳鍵尋鍵嘩簿書曇舎曇曇
－9 －10－1 1

－12

患鶴亀亀墨患鶴亀 鶏患農驫驫懲
－17 －18 ‐ 19 －20－21 －22 －23

鱸鱸患患鍵曇識畿幾懲鷆患
－24‐25 ＜二＞ 26－27 ＜二＞ 28－29 ‐30

患亀畿△畿患鍵鍵鍵懲磯磯鎧患
－31－32 ＜二＞ 33－34－35－36‐37
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‐

＜二二＞ 43
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図1-55 Ⅱ黒層の石器(1)
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図1-56 Ⅱ黒層の石器(2)
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表1 24掲載石器一覧
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８

６

６
~
ｈ

ｈ

(2.0)×1，7×0．3

1．8×1．5×0．3

1.9×1．8×0．2

2．3×1．6×0．3

〃
｜
〃

〃
｜
″
｜
〃

〃

″
｜
〃

〃

〃

｜

〃

〃

岬
一
吋〃

〃

〃

〃
｜
″
｜
″
｜
〃

Ｍ
一
Ｍ

嘔
一
叱

肥

哩

岫
一
“

叩

〃

″

〃

〃

″〃

〃

″

〃

｜

″

｜

〃

〃

〃

｜

″

″

″

｜

〃

〃 ″

｜

〃〃

｜

〃

〃

〃

１６

５

０

０

１ ″

″

口
〃

’
2．4×1．6×0.3

叱

岬

而

″

｜

″〃
｜
″

〃

〃

〃

〃

〃

７

８

３

１
~~
６

７

６

６
~

ｇ

ｇ

″
｜
〃
｜
〃

2.4×1

~2．7×1
6×0．3

~~~6×0．3
岬

ｍ０

０

２

０

５

０

１

０

８

０

９

２

６

０

３

１

~
~
~
~

~
~
~

８

７

７

６

６

５

８

８

６

６

６

６

６

６

６

６

~
~
~
~
~
~
~
~

ｈ

ｇ

ｈ

ｆ

ｇ

ｇ

ｈ

９

７

〃

｜

〃

｜

″

〃

｜

〃

″

〃

｜

″

″

″

Ａ

〃

１

１

１

×

×

×

５

４

３

２

２

２

６

７

３

３

２

２

２

Ｑ

Ｑ

Ｑ

×

×

×

６

９

７

叱

叱

賑

″

″

″

〃

〃

″

″
｜
〃

″
｜
〃

〃

〃

〃

｜

〃

｜

〃

｜

〃

〃

’弼

釣
一
“
｜
虹
一
⑫
娼
一
“
｜
妬
一
妬

〃

2,9×1．9×0．5

(3.1)×1.6×0.4

1 ，

－1 ．‘

(1.6) 〃

〃
一
″

2.1×2.2×0．3 ”
｜
”
”
｜
咽
一
吋
｜
恥

四
一
恥

四
一
岻

”

岬
一
ｍ

３

５

０

０

×

×

２

３

２

２

×

×

２

０

２

３１

１

２

１
~~
８

８

６

６
~

ｇ

９’ 1 .7×0．9×() .2 〃

〃

〃

ク

ヶ

ケ

〃

〃

〃

〃

1 戸丙 門F

n－U／－イ、 1.8×1 ４

４

０

０

×

×

４

２

〃

｜

〃 ６

２

刑

蹄

６

６

~
~

ｇ

ｈ

2.4×1 恥

昨

〃

″ (1.9)×1.0×0．3

2．4×1．0×0．2

(2.2)×1.0×0.2

2.3×1．2×0．3

2．4×1．3×0．4

(2.1)×1.8×0．3
2．6×1．3×0．4

鞭
一
蛤 ８

９

０

４

１

６

４

６

~
~
~
~

７

６

７

６

６

６

６

６

~
~
~
~

ｇ

ｈ

ｇ

ｇ

〃 〃
｜
″９

０

１

２

３

４

５

５

５

５

〃

〃
｜
〃
｜
〃

〃

〃

〃

４

２

７

２
~~
５

６

６

６
~~

ｈ

９

〃

″〃
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I 美々8遺跡の調査

ｌ
厩
岬
岸
Ｉ
Ｆ

番
写 真
図版番･号

号 称 分類

A7

発掘区 大き さ(cm) 重さ(9) 材質呂

雄石 雛 A7

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

石槍またはナイフ B,
〃 〃

Obs l－26弘

弱
一
弱
一
町
一
認
弱
一
帥

団
一
鑓
偲
一
触

開

６

９

４

７

８

９

６

７

５

０

０

６

~~

~
~
~

７

７

７

７

７

７

６

６

６

６

６

６

~
~
~
~
~

~

ｈ

ｈ

ｈ

ｇ

ｇ

ｈ

2.5×1．5×0．3 、

皿
一
哩
一
皿
一
ｍ

理
一
叩

蝦
一
幽

郡
一
岬

鯏

”

“

2.4×1．6×().4

2．6×1．5×0．5 ″
｜
〃
｜
″

５

４

０

０

×

×

５

４

１

１

×

×

５

０

２

３

〃

〃

3．1×1．4×0．6

3．3×1．4×0．4

3． 1×1．8×0．5

(3‘9)×1~5×0.5
4．0×1．7×0．6

(4.6)×2．4×0.6

(5~3)×1.8×0.5
4．9×2．6×0．7

〃

″

｜

″

〃

｜

〃

″

｜

〃

｜

″

『
Ｉ
４
１
Ｉ
Ｌ

ワ

ム

ｑ

Ｊ

ワ

ｊ

８

６

６

ｐ

ｏ

１

ｎ

〃

″

｜

〃

〃

４

３

４

７
~

７

６

６

６
~

ｈ

ｈ

１

０

０

８
~~
７

８

６

６
~~

ｇ
ｈ

６

７

６

６

７

３

３

５

８

４

~

~

６

７

７

６

６

６

~ｇ

ｈ

９

(5.8）×2．5×0．7

5．3×3．1×0．7

〃

〃

｜

〃

〃

〃
｜
且
〃

Ｑ
ｌ
Ｑ

″

｜

″

″

鮨

的

ｍ

１

２

３

７

０
１
Ｉ

〃

〃

〃

〃

〃

1-27
〃

〃

〃

〃

〃

〃

h-67-62 (6.6)×2.9×0．9

9-67 08 1 6.8×2~4×0．96.8×2．4×0．9

3．0×0．7×() .6

岬
一
“

四
一
虹
“

石 睡
〃

つまみ付ナイフ
〃

〃

１

２

７

７

５

４

３

７
~~
７

７

６

６

ｇ
ｈ ７

〃

５

０

４

７

６

５

５

９

６

６

６

６

５

５

７

５

４

７

６

１

０

５

７

４

６

・

５

８

０

４

７

９

０

０

１

６

１

０

Ｑ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｏ
Ｏ
ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
Ｑ
Ｏ
ｑ
Ｏ
幻
０
０
×
Ｑ
Ｏ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
×
Ｑ
Ｌ
Ｌ

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

１

×

×

β

×

×

×

×

×

β

×

×

×

１

８

０

１

９

２

３

６

８

４

１

７

９

９

６

３

３

６

７

２

１

６

・

０

３

２

９

９

９

３

１

３

３

４

１

Ｌ
１
２
２
Ｌ
３
２
２
２
２
２
２
２
ａ
２
２
２
３
２
ａ
３
２
池
２
２
×
Ｌ
１
２
３
２
×
２
２
３

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

５

×

×

〔

Ⅳ

×

×

×

×

×

別

×

×

×

７

１

５

９

１

５

４

８

３

６

４

０

５

９

８

８

１

２

９

３

９

３

，

９

５

・

７

６

８

３

６

・

３

１

８

．

，

。

．

・

・

・

・

．

。

．

．

・

・

。

。

・

・

。

。

・

・

０

・

・

４

．

．

・

・

’

６

・

・

・

３

４

４

４

５

９

４

５

５

４

６

６

６

４

３

４

５

５

４

６

６

８

１

４

３

く

３

４

６

７

２

く

５

５

３

４

９

１

１

０

１

８

３

０

１

３

４

０

１

４

０

４

０

１

１

１

０

１

１

９

５

８

３

３

１

８

２

１

１

１

７

２

８

６

２

３

２

４

１

２

７

７

３

２

２

２

２

１

２

１

２

２

４

２

２

０

５

５

１

２

０

９

１

１

３

~

~~

~~

~

~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~

７

７

７

８

７

７

８

８

８

８

７

８

８

７

８

７

８

８

８

８

８

８

８

７

７

７

７

８

８

７

５

８

８

７

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

~
~
~

~
~
~

~
~
~
~
~

~
~
~

~~

~
~
~
~
~
~
~

~~

ｈ

ｇ

ｈ

ｈ

ｇ

ｇ

ｈ

ｈ

ｇ

ｇ

ｈ

ｈ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｈ

ｇ

ｈ

ｇ

ｈ

ｇ

ｈ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｌ

１

３

４

５

ハ

し

、

Ｕ

〃

〃

″

″

″

″

″

″

〃

〃

″

、

Ｕ

″

″

″

″

〃

〃

″

″

、

〕

″

、

Ｕ

〃

〃

〃

″

″

声

巳

″

〃

〃

″

０

１

４

３

２

２
~

８

８

７

６

６

６

~
~
~

ｇ

ｇ

Ｒ

″

ｎ
Ｕ

″

5.1×2．3×1．1

5．2×3．6×1．0

４

５

″

〃

〃

″

″

、

〕

″

、

Ｕ

〃

〃

〃

″

″

Ｆ

］

″

〃

〃

〃

１

９

２

２
~~
８

７

６

６
~ｇ

ｈ

５

８

０

５
~

７

７

６

６
~~

ｇ
ｈ

2．6×2．1×1．0

(6.8)×3．6×1．0

門
一
脚
妬
一
祀
一
万

〃

戸1

しne

“

邪

甥

恥

″

｜

″ 鋤

昨沼

門 邪

町

郎

両

〃

8(） 鋤

昨

〃

｜

〃

〃

｜

〃

｜

〃

″

１

２

８

８

〃

弘

咋

弘
一
恥
一
〃

〃

ク

83
1，1

1‘．上

12．6弘

錨

部

師

〃

’吋
一
即
一
邪

〃

〃〃

〃

〃

〃

〃

銘

的

鴫
一
跡

″
‐
ｈ
（

ｂ

０

１

９

９

叱

〃

〃

１

６

６

８

９

１

５

７

９

３

１

１

２

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

７

３

９

９

２

４

４

４

２

９

７

３

１

３

１

１

２

〃

蛇

兜

〃

ｆ

ｑ

ノ

イ

″

〃

〃

〃

″

〃

″

″

″

〃

〆しク

q4
三 全

Q貝
qノU

訓
一
恥
一
昨

恥
一
〃

〃

鋤

〃

96

７

８

９

９

〃

99

100

101
102 ス

103

104
105

106

〃

｜

″

〃

Ｓ１

Ｄ

〃

″

〃

１

ｎ

ｏ

Ｓ

０
③

４

５
１
１

計
″

〃

″

〃

｜

〃｜
’ I
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I 美々8遺跡の調査

写 真
図版番号

~

材質大きさ(cm) 重さ(9)発掘区分類名 称

スクレイパパーレィパパー

番号

1-27~咋一
〃
｜
〃
｜
〃

８

８

４

０

４

５

５

５

５

５

８

１

~~~~~~
、
１
Ｊ
ノ
‐
、
Ｉ
ｆ
Ｊ
Ｄ
、
１
１
ノ
・
●

４
９
皿
叩
８
刎
鋤
印
帥
伽
皿
、
祁
加
畑
加
和
知
加
蠅
汕
蜘
細
知
加
２

ｌ

ｉ

く

ｉ

ｌ

ｌ

3．3×2‘7×1．7

4．7×2．9×1．2

5．3×3．7×0．8

6．1×3．1×1．0

3．7×3．2×0．8

3．9×5．7×1．0

10．2×5．2×1．1

8．4×3．1×1．1

10．4×3．0×1．3

(3.9)×3.2×0．8

7．7×6．7×2．0

(6.6)×5．9×2．3

(9.7)×5．7×3．0

(8.4)×6.1×3．2

17．9×6．2×2.9

9．8×14．5×5．6

6‘6×15．3×6．5

7．9×10.9×7．5

8．1×14．6×7．7

9．5×10．9×2．9

10．8×13．7×4．7

9．3×17．0×3．4

０

８

９

１

１

０

７

０

５

１

９

１

０

１

１

７

７

２

２

２

７

２

８

２

１

８

０

２

~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~

８

７

６

８

８

８

７

８

７

８

６

６

７

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

~~

~
~
~
~

~
~
~

~
~
~

ｇ

ｈ

ｈ

ｇ

ｇ

ｈ

ｈ

ｇ

ｈ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｆ

E
〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

斧 F1

" F2

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

斧未成品F未製品

た き 石 G4

り 石 J1

〃 〃

〃 〃

" J2

ヶ 〃

〃 〃

石 ． 石Ⅲ M

" N2
〃 〃

飾

｜Ｑ山

107 ス

108

109

110

111

112

113 石

114

115

116

117

118

119

120

121 石
1” 尖
上目白 グー

123 す

124

125

126

127

128

129 台

130 石

131

132 垂

〃

〃

〃

〃

1-28

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

Ｉ

ｌ

ｕ

ｕ

″
艶
〃
釧
恥
討
釧
訟
剖
艶
岬

Ｑ

Ｂ

Ｇ

Ｇ

ケ

ヶ

｜

″

４
２
Ｆ
Ｄ

１

２

０

〉

~
~
~

７

７

句

Ｉ

６
６
ハ
Ｏ

~
~
~

ｇ
ｇ
ｌ
ｎ

〃

1-29

ヶ

〃

〃

〃

〃

〃

７

５

０

４

４

７

１

４

２

６

２

０

９

５

２

７

~
~
~

~
~
~
~

７

７

８

７

７

６

８

７

６

６

６

６

６

６

６

６

~~

~
~
~
~
~

ｇ
ｈ

ｇ

ｇ

ｈ

ｇ

ｇ

ｈ

〃
｜
艶

And

Sa

~〃

21．3×13．9×3．8

8．9×10．1×2．9 〃

~Gni２

２

Ｑ

ゾ

６
７
Ｆ
、
~~

８
８
〈
ｂ

６
６
〈
ｂ

~

~

ｈ

ｈ

命

ら

8．0×8．7×2．1

(2.2)×(1.1)×() .95 Ser | I 29 1

6． ローム質土層の調査

本遺跡では、 1－1で述べたように更新世の堆積物である恵庭a降下軽石層と支笏軽石流堆

積物の間のローム質粘土居を対象に、 |日石器確認を実施した｡調査の対象は､全体の面積の5％

に相当する499.8㎡である。ただし、 Ⅲ黒層の調査にあたっては調査区を別区に設定したため、

全体の面積の2.3％に相当する222.78％である。この結果、 ローム質土居の上部からフレイク

1点が出土した。 （立川トマス）

(1) 発掘区の設定と層序（図1－61）

今回の調査では、台地縁辺部を対象にし、 h-67-66杭と9-67-64杭を結ぶ線を中心と

した幅10m、長さ95m程の平面形が台形を呈する範囲を調査区とした。ただし、 Ⅲ黒層の調査

に関しては、 この調査区に堆積するⅢ黒層の層厚が2～3cm程と薄かったため、 この分の調査

区を別区に設定した。発掘区中央部東側の平坦部に位置するh-66-88杭とh 67-83を結
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I 美々8遺跡の調査

ぶ線を中心とした幅10m、長さ50cm程の平面形が台形を呈する範囲である。

旧石器包含層の分層については、昭和61年度、新千歳空港用地内発掘調査報告書（｢第1分

冊調査の概要｣）内の標準土居模式図を使用している。 （立川トマス）

XI層淡赤褐色士支笏軽石流堆積物(Spfl )。

X層暗黄褐色士径2 3cmの支笏軽石を含む。

Ⅸ層黄褐色土径4mmほどの岩片を含む。本層中には部分的に炭化物が混入しており、本

層をⅨa、炭化物を含むスポットをⅨbとした。

11層赤褐色を呈する径l～2mmの軽石層(Ia) と暗褐色を呈する径1 lnm以下の細粒スコ

リア層(Wlb)からなるもので、 レンズ状に薄く堆積している。

Ⅶ層暗褐色土径1 In,nほどの火山灰を含み、炭化物も少量混入する。粘性に富み、 しまり

のある層

Ⅵ層黄褐色士遺物出土層径1mmほどの火山灰を含み、炭化物が比較的多量に混入する。

本層をⅥa、炭化物を含むスポットをⅥbとした。

V層暗灰色火山灰レンズ状に断続的に堆積している。

Ⅳ眉黄褐色士粘性があり、若干炭化物を含む。

Ⅲ層灰白色士

Ⅱ層暗灰色火山灰レンズ状に堆積し、 V層と近似する。

I層明黄褐色士

(2) 遺物（図1－60)

出土した遺物は、 フレイク1点だけである。正面図左側縁は主要剥離面側からの加圧により

一部折損している。フレイクの打面は二面で構成されているカブ、その剥離方向は不明である。

大きさは3.08×2.76×0.41cmで、重さ3.49 、石材は白色めのうである。

（千葉英一）

溌
O 5cm
l l l l l l

顧霧

‘51
－1‐
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毎
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~
Ｏ
‐
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図1-60遺物と出土位置
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I 美々8遺跡の調査

7．美々8遺跡第1黒色土層の種子について

同定は開拓記念館矢野牧夫氏に依頼し、結果は表1－5に掲載した。数量の98％を占めるア

ブラナ科と思われるものは岡山大学笠原教授に同定を依頼していることである。

注数量は完形の個体数で、 （ ）内は破片および細片の数である。

表1-25植物遺体一覧

進椎・

発伽区
同 定 数 竺 土竺(m3) 耐 睾

庁プ

アブラナ科？H－1 1 ．469

マメ科ハギ属 種子現生種のおそれあり？15

ヒロノキノ、夕 果実？（ 1 ）

リ 科 モロコシで､はない。栽培種ではな’l(）_ユ

ヤマう｡ ドウ 1

核片オ ーニ グル （8）

タデ科タデ属 I

晩 生 種 5（8）

不 明 種 18

言’ 1，519（17） 0．135

アブラナ科？f－66 79］

アメ科一ハギ届
ワ
｝ 純子呪生橦のおそれあり？

種子ヒロノキノ、 ダ 1

ヒロノキノ、ダ、 ？ 果実？
の 、

空 ノ

ヤ 、マブ． ドウ

核｝』（ 1 ）オニグ、 ル

晩 生 神 1

不 ロノI 種 9（ 1 ）

植 物 片 （ 1 ）

木 片 （ 1 ）
０
４
１

二

一

３
~ 807（ 6 ） 0．382

アブﾞラナポ斗？ 2．221g－66

マメ科ハギ偶 極j墨 44生種のおそれありく＞
~~

リ 科 モロコシなどではない。栽蠕極ではない。I_ユ

ウヤツ ｝ノグ､サ科 1 踵f・

ヤマうﾞ ドウ I

核片ｵ ニニ グル （ 1 ）

呪 生 種 H

下 明 種 63（ 3 ）

高’ 2．305（4） 0．894

g-67 マブ、 ラナ科？ 5，860

マメ科ハギ偶 師イー 呪生極のおそれあり。1

ヒロノ、ノキノ、ダ？ 果実？（4）

カヤツリグ､サ科 稲iニゼ
リユニ 』3（4）

ソッジ科スノキ屈 ］

ﾘ 科 モロコシなどではない。栽垪極ではな’1_ユ

呪 生 極 2（3）

不 明 種 ； （ 5）

高’ 5，874（12） 0．660

マフﾞラナ科一 ？
1 戸戸

11 00 ゾq（）

不 IﾘI 極 4（ 1 ）

『訓 294（ 1 ） 0．025

マブラナ科
1 ハー

n－b／ 1 ，070

マメ禾斗ハギ風 種子塊生種のおそれあり？3

タ デ 科 1

リ 科 モロコシなどではない。戦士蒋種ではなL4ユ

ヒロノキノ、 夕 果実？（ ］

呪 生 極 1q
lJ

不 明 樫 5（2）

I;1 1 ．096（3） 0．962
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8． まとめ

今回の調査ではI黒層. Ⅱ黒層で竪穴住居跡が検出された。本遺跡では始めての例であるか

前3回の調査を含め主体となるのはI黒層の擦文土器．集中礫Ⅱ黒層のTピットである。

ここでは擦文土器とTピットについて若干述べていきたい。

(1) 擦文時代の土器

1 ）分類

器形には甕・鉢・坏・皿などがあり、 なかでも甕が多くを占める。これらは文様・手法の特

徴・形態などから次のように分類できる。なお個々の土器については観察表に示してある （表

6）。

甕（図1-10～12)

文様には肩部以上に段・沈線をめぐらせるもの､口縁部・肩部に短刻文をもつもの､口縁部・

肩部に貼瘤や貼付帯をもつもの・無文のものなどがある。器面調整の手法にはハケメ ・ヘラケ

ズリがある。形態は口縁部が外反し、長胴形のものと胴張りのものとがある。

I・肩部以上に段・沈線をめぐらせるもの

A段・沈線が2～4のもの（図1～3 ． 6 ． 7）

この中には3本の鋸歯状沈線を施すものがある （図-1)

l .器面調整がハケメのもの

ハケメには縦・斜めのものが多い。口縁部は上部の立ち上るものがあり （図－2）、

端部には平坦になるものと丸味のあるものとがある。平坦になるものの中には浅い凹

みがめく．るものもある。

2．器面調整がハケメとヘラミガキのもの

ハケメ調整の後にヘラミガキを施すものである。口縁端部には丸味をもつ。

B段・沈線が5本以上のもの（図－9～l1)

段・沈線が頚部のみに施されるもの・ロ縁部と頚部とに施されるもの． 口縁部から頚部

にかけて施されるものがある。器面調整はナデ・ハケメ ・ヘラミガキが施される。口

縁上部が立上がっているもの。口縁端部が丸味をもつもの、浅い凹みがめぐるものが

ある。

Ⅱ、頚部以上に段・沈線のみられないもの

A長胴形のもの（図－8）

器面調整は口縁部がハケメ調整体部がヘラミガキで内面はハケメ調整後にヘラミガキ

が施される。口縁端部は丸味をもつ。

B胴張り形のもの（図－5）
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最大径が胴部にあるもので、器面調整は内外面ともにハケメ調整後へラミガキが施され

る。

Ⅲ肩部以上に沈線がめく．り、口縁部や肩部に短刻文が施されるもの

A口縁部に短刻文が施されるもの（図-12･ 13)

器面調整はハケメが施されるが内面にヘラケズリらみられるものもある。口縁端部は平

坦になるもの（図-12） と丸味をもつもの（図-13) とがある。

B 口縁部と肩部とに短刻文が施されるもの（図-14)

口縁部はゆるく外反し、上部は立ち上がる。端部は丸味をもつ。器面調整は体部が縦の

ヘラミガキ内面は横のヘラミガキが施される。

Ⅳ、 口縁部・胴上部に貼瘤・貼付帯が施されるもの

完全に復元されたものはないが、器高20cm以内の小型のものが多いようである。

貼瘤が施されるもの（図-16)、貼付帯が施されるもの（図-17)、貼瘤・貼付帯ともに施

されるもの（図-15)がある。口縁部は強く外反するものと、 ゆるく外反するものがある。

口縁端部は丸味をもつ。文様は斜沈線を多用し、口縁部に短刻文が施される。器面はヘラ

ミガキ調整されている。

鉢（図－4 ． 8）

2点ある。頚部・肩部に段をもつものと、口縁部・肩部に短刻文をもつものである。

1.頚部・肩部に段をもつもの

口縁部はゆるく外反し、端部は丸味をもつ。器面調整はハケメが施される。

Ⅱ、 口縁部・底部に短刻文をもつもの

口縁部はほぼ垂直に立ち上がり、端部は丸味をもつ。器面調整は内外面ともにヘラミガキ

が施される。

坏・皿（図23～26）

器面調整はヘラミガキが施され、内面は黒色処理（内黒） されている。全体の器形がわか

るものは段・沈線がつき、丸底である、口縁部の形態で次のように分けられる。

1. 口縁部が外傾するもの

A内外面に段がつくもの（図24）

B外面に沈線がつくもの（図23．26）

Ⅱ． 口縁部が内傾するもの（図25）

下半部が欠失のため段・沈線の有無は不明である。

須恵器（図27．48～50）

4点出土されているが全体のわかるものはない。底部は平底で、切り離しは回転糸切りであ

る。
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2）分布

出土した土器は出土状態位置からある程度まとまりを指摘できる

西側fライン付近一甕IA類1 ･ 2、 ⅡB、鉢-1類、坏・皿

南側個れ況斜面一甕Ⅲ類、鉢Ⅱ類

平坦部東側一甕IA類2、 IB類、 ⅡA類

只ラインより東側一甕Ⅳ類

3）土器の時期

土器を分類と分布によって整理すると、次の4つの時期に分けることができる。

I 「甕」長胴形のものと胴張りのものとがある。長胴形のものは、口縁部が外反し、肩

部以上に2～4条の段・沈線をもつ。器面調整はハケメである。胴張りのものは無文

で、器面調整はハケメ後にヘラミガキされる。

「鉢」口縁部がゆるく外反し、肩部に段をもつ。器面調整はハケメである。

「坏・皿」内黒のもので体部に段・沈線をもつ。器面調整はヘラミガキが施される。

Ⅱ 「甕」口縁部が外反し、肩部以上に5条以上の段・沈線をもつ。器面調整はハケメと

ヘラミガキを併用するものとヘラミガキのみのものがある。

Ⅲ 「甕」口縁部が外反し、口縁部や肩部に短刻文をもつ。器面調整はハケメとヘラミガ

キがある。

Ⅳ 「甕」口縁部・肩部に貼瘤貼付帯をもち、頚部から肩部にかけて斜沈線が施される。

器面調整はヘラミガキである。

「鉢」口縁部・底部に短刻文がつき、 その間に矢羽根状沈線が施される。

土器は遺構覆土の火山灰・遺物の共伴関係などから時期を推定できる例がある。千歳市末広

遺跡では、土器のもつ特徴から坏を「ロクロ未使用のもの」と「ロクロ使用のもの」に大別さ

れている。 さらに「ロクロ使用のもの」は苫小牧火山灰の上下で細分されている。 「ロクロ未

使用のもの」が「ロクロ使用のもの」に先行することは遺構の重複関係で確認されており、 さ

らには東北の編年や最近の研究などで明らかである。

本遺跡の土器を未広遺跡の編年と対比すると以下のようになる。 Iの時期は内黒・丸底の坏

から末広遺跡のI類b型に対比でき、 その年代は8世紀後半に編年されている。 Ⅱの時期は

未広遺跡のⅡ類a型に対比できよう。ロクロ使用の土師器の坏が出土する時期で、最近の例で

は北大構内サクシュコトニ川遺跡第2文化層のものがある。 9世紀初頭に編年されている。Ⅲ

の時期はⅡ類b,型に対比でき年代は10世紀前半になろう。なお須恵器は10世紀から11世紀頃

のものと思われる。Ⅳの時期は末広遺跡の編年では不明であるが最近調査された青森県蓬田大

館遺跡の報告では、 ほぼ11世紀中葉に位置付けられている。以上他遺跡との対比でおおよその

年代を推定したが、本遺跡の時期幅が大きいことから多少のづれはある。

従来、擦文時代の開始はほぼ8世紀代とされてきたが、近年の新資料の蓄積によって7世紀
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代まで湖ることとなった。本州東北部では内黒坏・刷毛目調整等の甕・少量の真間式土器との

共伴関係から従来「桜井第1形式」とされてきた資料の再検討がなされている （小井川和夫・

小川淳一、 1982)。ほぼ同じころ道内出土の須恵器・ガラス小玉・土師器と北大式土器との関

係から擦文時代の開始を7世紀後葉とする論考（大沼忠舂、 1984)がある。また最近では本州

東北部の土師器と北大式土器との共伴関係から擦文時代の開始を7世紀後半とする論考（横山

英介、 1988)、 7世紀前葉とする考え（大沼忠春、 1988)がある。 5 ･ 6世紀の土器の様相も

しだいにあきらかになりつつある現在、擦文時代の開始を7世紀代とするのは妥当と思われる。

したがって本遺跡のIの時期は1世紀程測るものと考えたい。

(2) 覆土にEn-aロームがみられるTピットについて

今年度の調査において、前項で述べたように38基のTピットが検出された。 これらのうち、

恵庭のロームおよびパミスからなる黄褐色土が被覆していたTピット (T-8 ･ 9 ･20 ･

31 ･ 33) 5基が検出された （図1-62)。 これらの分布は、次の通りである。 T-8 ･ 9の2

基が、 h 65区の小沢北側に、 T-20･ 31･ 33の3基が、 h-67･ 9-67区の台地縁辺部の

位置している。形状は、 いずれも底面に杭穴を伴わない溝状で、横断面形は土居断面から本来

はU字型を呈していたものと思われる。長輔の向きは、 いずれも南北方向で等高線に対して

直交している｡ これらのTピットは、分布・形状・長軸方|句等を見ても、他のピットと変わ

らない。

これらのTピットは、崩落．流込み等によって埋没し、 Ⅱ黒居が堆積してゆく過程に出来

る凹みに恵庭aロームがみられるものである。 このロームは、周辺のTピットを構築する際

にその掘り上げ土を、先に放棄されたTピットの凹みに廃棄したものを思われる。 これらの

うちで、 T－8の調査時にそのピット周辺部で掘り上げ土が確認されたが、他の4基につい

ては凹みの中だけで周辺からは確認されなかった。 しかし、 この4基についても、 T－8と

同様に掘り上げ土の廃棄によるものと思われる。
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図I-62 Tピット
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昭和60年度に調査された美々2遺跡で検出

11も同じタイプのものと思われる。

（立川トマス）

なお、今年度の調査で検出された5基の他にも

されたT－2、同美々8'遺跡で検出されたT－1

付 表土層の調査

表土居の調査は、昭和56年度（北埋調報 7） と60年度（同 24）にその成果が報告された。

昭和56年度の調査では、 「ユウフツ越」または、北海道開拓使によって開削された旧室蘭街

道に関するものと考えられる竪穴状遺構と、 それに伴って古銭洋式ナイフ、和式のこぎり鋏、

ガラス玉、布製バッグとその金具等が発掘された。

また、 60年度には、 アメリカ軍が残したと考えられる方形状の土壌から、 ビール缶、缶詰の

空缶などが出土している。

本年度の調査では、 60年度と同様、 アメリカ軍に関係した遺構、遺物が出土した。方形状の

土擴は、調査区北側の斜面に3個あり、 60年度調査区の東側にあたる （図1－63)｡ I黒層上

面での規模は、長軸1.4～1.8m、短軸0~6～0.9m、深さ0.5～0.8mで、 3個ともほぼ同じ大き

さである。土壌の中からは、 ビール缶9個、 コカコーラボトル1本、薬莱2本、缶詰片多数が

出土した。また、 T－a、 b層除去作業中にも、葉莱6本と「US」と刻印されたスプーン

1本が検出されている。ビール缶の銘柄と内訳は、ブラッツ5個、バドワイザー3個、ブルー

リボン1個で、いずれもアメリカ製である。デザインは、缶が腐食して読み取れないものもあ

るが、 ほぼ前回出土したものと同じで、ブルーリボンが昭和25年(1950)、バドワイザーが昭

和27年（1952)、ブラツツが昭和28年(1953)の缶である。また、上蓋は三角形の穴が2か所

に開いているものが7個、方形の穴と縁に沿った孤状の穴がそれぞれ1個である。

以上、 これらの遺構・遺物は、 「増補千歳市史」によれば、昭和20年8月15日の終戦を機に

アメリカ軍が朝鮮戦線に向けて猛演習を行った際に残した物と考えて間違いなさそうである。

（森岡健治）
c手

9
『
・
巳

65

』
、

１
１

!’ ざ■■ロﾛロ
｢．、獣へ

~

、
、 r一ﾖ

’ 、

I
昭和60年度

鯛査地底脚~
~
~
~

■◆◆●

、 ■ブラッツ

ロバドワイザー

ロブルーリボン

◆薬黄

△コカコーラボトル

●缶詰片

｜
一
部
》
柚
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
峠
》
一
一
一
斗
一
子
ｗ

一
四
坐
叩
“
畢
妙
岬
が
一
ｂ
Ｐ
峠
Ｐ
酎
岨
唖
四
唖
聖
辛
》
蛎
叩
蠅
師
唖
哩
非
“
靴
》
一
覗
咄
“
岬
や
》
卜
咋
卸

Ｃ
‐

10m

」

’

図1-63表土層の遺構と遺物分布

104

－

1 1



写真図版





図版1－1

美々8遣跡の調査

空中写真
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図版1－2

(1)遠景(S-N)

②南側斜面(W-E)
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図版1-3

①道跡(W-E)

②道跡(W-E)
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図版1－4

①H-1 (N-S)

②H-1 炭化材出土状況(NE-SW)

③H－1 礫
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図版1－5

②P-2 (NW-SE)①P-1 (S-N)

③土器片出土状況(h-67-80．SW-NE) ④集中礫出土状況(h-67-36･NW-SE)
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図版1－6

I黒層の土器
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図版1－7

I黒層の土器
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図版1－8
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…
I黒層の土器
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図版1－9

ぷ…

螺
:蕊零

曾鐸

蕊鍔

綱
鐘

職

鍵識鍵蕊

書

■蕊

箪
弾

必

I黒層の土器
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図版1-10

①I黒層の土器(V群C類）

‘▲雌幾雛▲A"

●
②I黒層の石器
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図版1-11

吊耳鉄鍋
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図版1-12

金属製品

118



図版1-13

①道跡(W-E)

③動物の足跡(SW-NE)②動物の足跡(W-E)

119



図版1-14

①H-1 (W-E)

蝋 墨

(Z)H-1の土器
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図版1-15

患畿燗

蔓
②H－1フレイクチップ集中1

3H-1フレイクチツプ集中2①H-1の石器

④H-2 (S-N)
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図版1-16

▼顧麹謬塞灘

2の土器(1)H
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邑
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③H－2の剥片石器 ③H－2の礫石器
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図版1-17

①H-3 (W-E)

認 繍灘
簿謬

②H-3 (E-W)

③H-3の石製品 ④H-3の遺物
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図版1-18

▲

4 (SW-NE)(1)H ②H-4の石器

聡鰻

③H-4の土器
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図版1-19

①H－5 ． 6 (NW-SE)

I

②P-1 (S-N) ③P－1の遺物
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図版1-20

DT-1 (N-S) ②T-16 (NW-SE)

鰯聯蕾
④T-18の土器
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石
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図版1-21

①旧石器確認調査(W-E)

②I黒層の土器（Ⅲ群・Ⅳ群）
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図版1-22

Ⅱ黒層の土器(I群b類）
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図版1-23

Ⅱ黒層の土器(I群a類）
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図版1-24
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Ⅱ黒層の土器（Ⅲ群a．b類、Ⅳ群a類）

130

一



図版1-25

聴藩霞鐵曇

Ⅱ黒層の土器（Ⅳ群b･c類、V群C類）
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図版1-26
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Ⅱ黒層の石器(A･B･C類）
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図版1-27
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Ⅱ黒層の石器(D｡E類）
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図版1-28

繍
唖

①Ⅱ黒層の石器

雲
霧

(F類）

②Ⅱ黒層の石器(G｡N類）
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図版1-29

錘織鍵議鍵総哨

Ⅱ黒層の石器(J･M類）

鐘
Ⅱ黒層の石製品
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Ⅱ美沢13遺跡の調査
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Ⅱ美沢13遺跡の調査

Ⅱ美沢13遺跡の調査

1 ．概要

美沢13遺跡は、美沢川とそれに直交する右岸の支谷とに挾まれる舌状の台地縁から、美沢川

の流れる谷にかけての広がりをもつ。美沢川流域の遺跡群のなかでは、最も湧水点に近い。昭

和59･60年度調査の美々2遺跡（北埋調報24)は、本遺跡の東寄りの対岸に位置している。

発掘調査は、付替道跡工事にかかる2,185㎡について、 Ⅱ黒層を主な対象に実施した。美沢

川の流れる低地部分は、湧水のために作業効率が極めて悪く、安全上の問題もあったため重機

によるトレンチ調査に切り換えて実施した。 トレンチは、 Ⅱ黒層の調査と同時に河道の断面を

みるために両岸にまたがって掘削した。

調査の結果、 Tピット4個と土器・石器が計5点検出された。

Tピットは、台地の縁辺に1個、美沢川沿いの標高11～12m付近に3個が検出された。台

地の縁辺に位置するものが小型の楕円形を呈するほかは、すべて長楕円形のものと考えられる‘

土器は、縄文時代晩期末葉のものが2点出土した。石器は、縄文時代早期の石鍍。中期の石

槍・剥片の計3点が出土した。出土状況は、石鍍を除いてすべて低地部分に設けたトレンチか

ら出土しているため明確ではない。 これらの遺物については、台地上からの流れ込みの可能性

もある。

猶、調査区周辺の表土居には、炭窯2カ所と土取場と思われる凹地3カ所が分布している。

低地部分に設けたトレンチの表土からは、炭窯と開連すると考えられる陶磁器片やビール瓶等

が出土している。

トレンチは、付替道路センターラインに沿って、台地部分から美沢川の流れる低地部分にか

けて設置した。台地上の各層厚は、傾斜部分や低地部分と比較して薄い。特にⅢ黒層は、 SP

5000～SP5035の間でほとんど認められず、斜面下方に流れ落ちている。 SP5040～5050では、

マス・ウェステイング(Mass ･Wasting)と考えられる土居の逆転が、Ⅲ黒層・ En-aロー

ム層・En aパミス層にわたって確認された。

低地部分のトレンチ断面からは、旧美沢川河道の痕跡が3カ所確認された。これらは、各の

切り合いや、堆積物等から、旧河道の変遷の復

元や時代推定が可能であった。
表Ⅱ－1 遺構・遺物一覧

(皆川洋一）
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遺 構

遺 物

名 称

Tピット

土 器

石 器

Ⅱ黒層

4

２

3

その他

0

0

0
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I美沢13遺跡の調査

2． Ⅱ黒層の遺構と遺物

(1 ) 遺構

調査の結果4個のTピットが検出された。

Tピット （図Ⅱ 5T-1 ･ 2 ･ 3、図Ⅱ－3T 4 )

検出された4個(T-1～4)のうち、台地の縁辺に位置するT－l以外は、美沢川沿い

の標高10～12m付近に位置している。遺物は、 いずれからも出土していない。

T－lは、標高24mの等高線に直交する。平面形は、小型の楕円形、横断面はU字型を呈

している。溝状のタイプで杭穴は認められなかった。長|隔比は、 3~8である。

T－2は、 4個のTピットのなかで最も大形のものである。平面形は、長楕円を呈し、横

断面は、 U字型である。溝状のタイプで、溝底が斜面に沿って傾斜している。杭穴は認めら

れなかった。長幅比は11. 1である。

T－3は、仮排水管の埋設工事のために半切された状態であった。残存する部分から推定

して、平面形は長楕円で、溝状のタイプと考えられる。横断面は、 U字型である。杭穴は、

認められなかったが、土層中には杭の痕跡と考えられるしまりのない褐色土居（ 8層）が認め

られる。

T－4は、低地部分に設けられたトレンチの壁から検出された。上半分は、旧美沢川によっ

て流されており、下半分約50cmの検出であった。美沢川左岸の標高10～11m付近に位置してい

たものと推定される。 T－4の上層には、 Ta-cの軽石を含む水性堆積物をはさんで、 プ

ライマリー (primary)なI黒層が認められる。そのことからT－4は、 I黒層形成以前に

構築されたものと考えられる。 これは、美々2遺跡で検出されたTピットの年代である縄文

時代晩期末以前と矛盾しない。

本調査において、美沢川沿いで検出されたTピットは、標高10～12mに位置すること、等

高線に直交することなどの点で、近隣の美々2遺跡のTピット群と類似点が多いことから、

近い年代に構築されたか、 それらの配列の一部である可能性も考えられる。

（皆川洋一）

表Ⅱ－2 Tピットー覧

規

確認面

1．77×0．88

4．13×1．02

(2．26）×(0‘90）
３４

ｍ

面

銘

記

ｑ

Ｍ

ｒ

Ｏ

Ｏ

×

Ｑ

~
底

岬

》

函

一

模 杭穴の

有無
名称平面形 分類 長幅比 位 置

最大深

1．33

1．33

1．40

楕円形

長情円形

長楕円形

１

２

３

４

~
~
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

Ｑ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
ｌ

SP5()0()～5010

SP5040～5050

SP5040～5050

SP5070～5080

3．8 ×

｜

×

△

11 ．1

5．4以上

144

－



Ⅱ美沢13遺跡の調査
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Ⅱ美沢13遺跡の調査

T-1 (図Ⅱ－5T-1)

位置SP5000～5010 平面形楕円形

規模1.74×0.88／1.42×0.38/1.39

覆土 l 黒色（Ⅱ黒>d,>d2) 2 赤褐色(d2>Ⅱ黒）

3 黒褐色（Ⅱ黒+EnL) 4 明褐色(EnL)

5 赤褐色(d2>Ⅱ黒) 6 褐色(EnL+EnP)

7 暗茶褐色（Ⅱ黒+d2) 8 黄褐色(EnP)

T-2 (図Ⅱ－5T-2)

位置SP5040～5050 平面形長楕円形

規模4. 12×0.52/3.54×0.33/1.34

覆土 l 黒色（Ⅱ黒>d2) 2 褐色(d｣)

3 明赤褐色(d2>Ⅱ黒) 4 褐色(d,>Ⅱ黒>d2)

5 赤褐色(d2) 6 暗褐色（Ⅲ黒>EnL)

7 暗褐色（Ⅲ黒>EnL) 8 暗赤褐色(d2>Ⅱ黒）

9 黄褐色(EnP) 10黄褐色(EnP)

11 明黒褐色(d2>Ⅱ黒>EnP) 12黄褐色(EnP)

T-3 (図Ⅱ－5T-3)

位置SP5040～5050 平面形長楕円形（推定）

規模 （2.26） ×0.90/(2.38) ×0.54/1.41

覆土 l 黒色（Ⅱ黒>d2) 2 暗褐色(d])

3 暗赤褐色(d2) 4 黒褐色（Ⅲ黒）

5 黒褐色（Ⅲ黒） 6 黄褐色(EnL)

7 黄褐色(EnL) 8 褐色（Ⅲ黒+EnL+EnP杭跡の可能

性有）

9 明褐色(EnL+EnP)

T-4 (図Ⅱ－3T-4)

位置SP5070～5080 平面形不明

規模 ×－／×0.14／－

覆土23赤黄褐色(EnL+d2) 24暗赤褐色（Ⅱ黒+d2>EnL)

25赤褐色(d2)
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Ⅱ美沢13遺跡の調査

（2） 遣物 （図Ⅱ－6）

土器は、低地部分に設けられたトレンチから2点出土した。 ともに縄文時代末葉のものであ

る。

lは、深鉢の口縁直下の破片である。文様は、上端の沈線の下方に原体の縄文が施文されて

いる。色調は、表面が淡赤褐色、内面が暗褐色である。胎土には、 1m/m程の砂が点在する。

2は、深鉢の胴下半分の破片である。文様は、 RLの原体の縄文が施文されている。色調は

表面が明赤褐色・内面が黒褐色である。内面には、微量な炭化物の付着が認められる。焼成は

良好である。

これらの土器は、同じ時代のものが多量に出土している美々2遺跡からの流れ込みの可能性

が考えられる。

石器は、石鍼、石槍、剥片が各1点検出された。すべて黒曜石製である。

4の石錐は、傾斜部分の中腹付近から出土した。先端部は、破損欠失している。形態からみ

て、縄文時代早期のものと考えられる。

3の石槍は、低地部分に設けられたトレンチから出土した。形態からみて、縄文時代中期の

ものと考えられる。

5の剥片も、 トレンチからの出土である。時期は不明である。 （皆川洋一）

表Ⅱ－3 土器一覧

表Ⅱ－4 石器一覧

~
箒
３
４
５
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石 雛

石 槍

剥 片

大きさ(cm)
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B2

01
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Ⅱ美沢13遺跡の調査

3．表土の遺構と遺物

美沢13遺跡の周囲の地表面からは、数カ所の凹地が確認されている （図Ⅱ－7)。これらは、

川沿いの沢口付近に立地することや、煙筒用の土管や焼けた石材などが地表に露出しているこ

とから、美々2遺跡の表土にも検出された炭窯及土取場と判断し、若干の調査を実施した。

凹地は総計5カ所(P-1～5 )認められ、 P-1 ･ 4は煙道等が地表からも確認できる

ことから炭窯P-2 ･ 3 ･ 5は煙道や煙筒用の土管がみられない、横幅が狭い、各炭窯に

隣接していることなどから土取場と各々判断した。

P－lは、発掘に先立って、仮排水管の埋設工事を行った際重機によって半切されたもの

である。残存部分は半円形を呈しており、煙道の末端部分が3カ所確認された。 P-2 ･ 3は

P lに隣接し、連結した凹地を呈している。 P－lの築窯に際して、土取場として利用さ

れたものと思われる （図Ⅱ－8）。

P－4は、壁が馬蹄形にめぐっており、楚き口から二又に分かれる煙道と、 その各先端に

煙筒用の土管が配置された炭窯である。規模は、 P－lや美々2遺跡で報告されたものより

も一回り小型である。 P－5は、 その土取場と考えられる （図Ⅱ－9）。

図（図Ⅱ－8 ． 9 ）は、 いずれも表土面でのものである。 P－l～3については、地表か

らの窪みの状態を図示した。

又、 これら炭窯からの搬出入に利用したと思われる道跡も確認されている。

、

図Ⅱ－7 表土の遺構
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U美沢13遺跡の調査
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Ⅱ美沢13遺跡の調査

美沢川の流れる低地部分に設けたトレンチの表土からは、茶椀などの陶磁器類・ガラス製

品・加工痕を有する木材・木炭片等が出土している。陶磁器類は、明治後半昭和初期のもので
注

ある。ガラス製品のうち、 ビール瓶には美々2遺跡の炭窯内から出土したものと同じ「大日本

ビール」の標示がみられる。そのことから、 ビール瓶は「過度経済力集中排除法」によって大

日本麦酒社の分割された昭和24年以前のものと考えられ、同時に出土した各遺物についても同

様の時代が考えられる。 これらは、明治後半から昭和初期に美沢川流域で炭窯操業を行ってい

た人々の残留物であると思われる。

註九州陶磁博物館大橋康二氏の御教示による。 （皆川洋一）

表Ⅱ 5低地部分出土遺物一覧

名 称

陶磁器

ガラス製品

数量(点）
64

70

内 容

小皿(4)､飯茶碗(4)､茶碗(4)､急須(2)､播鉢11)､徳利(1)
ガラス瓶： 「大日本ビール｣(5) ． 「キリンビール｣(1) 。 「合同酒精｣(3)
「日本製薬・渭涼神液」 (1) ・不明(10、 その他ガラス片
鑪(1)、朧(1)、金属片(2)

砥石(1)、加工痕を有する木材(多数)、炭片(多数)、 その他

金属製品

そ の他

4
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⑱⑱
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Ⅱ美沢13遺跡の調査

4．美沢川の河道変遷について

、1

薮、ヘ美沢川の流れる低地部分に設けたトレンチ

からは、 Tピット (T-4) 1個・遺物4

点が検出された。 トレンチの断面には、旧美

沢川河道の変遷が、 T－4構築以降現在ま

でに3回認められた（以下、土居番号は図Ⅱ

－3）。

美沢川河道の変遷は、過去に確認の例がな

く、今回が初めての確認である。

河川流域の遺跡における旧河道の復元は、

当時の生活環境を知るうえで、重要だと考え

られる。 ここでは、 トレンチの断面（図Ⅱ－

3）で確認された3つの旧河道跡を古い順に

旧河道1 ． 2 ． 3として、 ｜日美沢川の復元を

試みる。

｜日河道1は、 トレンチ断面で最も古い河道

である （図Ⅱ－10･旧河道-1)。現在の河

床と同様にEn-aローム層を河床としてい

る。本河道の河床堆積物(17E)は、 Ta-

c火山灰を均質に含む二次堆積の腐植土居

(16jg)に直接覆われる。更に、 その直上に

は、プライマリー(primary)なI黒居(10

届）が認められる。 このことから、本河道の

時代は、 En-aローム眉形成以降I黒居形

成以前に位置すると考えられる。又、縄文時

代晩期末以前に構築されたと考えられるT

ピット （図Ⅱ－3T-4)の上半部を切っ

ていることから、旧河道 1の時代は、 T

－4構築以降I黒層形成以前に限定できる。

旧河道－2は、旧河道 1よりも低地部分

の右岸寄りに位置している（図Ⅱ－10、旧河

道－2）。 ｜日河道-1の河床堆積物を覆うプ

ライマリー(priInary)なI黒層(10層） を

切っている。 I黒層（10層）内には、 レンズ

罰
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Ⅱ美沢13遺跡の調査

状に堆積した「白頭山一苫小牧火山灰」 （町田他、 1981) (以下Tmと表示する) (9jg)が認

められる。又、直上の河床堆積物（7層）には、 Ta-b火山灰が含まれていない。このこと

から、旧河道－2の時代は、 Tm降下後のI黒居形成以降Ta-b火山灰降下の1667年（寛文

7年） （曽屋他、 1980)前と考えられる。

旧河道－3は、低地部分の中央よりに位置を変化させている （図Ⅱ-10、 旧河道 3)。

Ta-b層(6E) を切って、旧河道-2の河床堆積物(7層）の直上に位置している。 この

ことから旧河道－3の時代は、 1667年（寛文7年) (曽屋他、 1980)のTa-b火山灰降下途

中及び降下後現在に位置すると考えられる。

このように、美沢川は、時代によってその流路を様々に変化させてきた。そのためにT－

4 （図Ⅱ－3）は、上半部を切られて検出されている。それらの変化は、美沢川流域の地形や

生活環境にも少なからず影響を与えたものと考えられる。

（皆川洋一）

5． まとめ

美沢13遺跡の調査区は、舌状の台地縁から美沢川の流れる低地部分にかけて立地しており、

そのほとんどは、急斜面と谷によって占められている。調査の結果4個のTピットと5点
の遺物が出土した。

舌状の台地上には、腐植土がほとんど認められず台地縁でT－1が検出されている。

谷へ向かう斜面では、早期のものと思われる石鍍が単独で出土している。付近では、範囲確

認調査時にも石斧片が出土している。遺構は、検出されなかった。

斜面下部には、傾斜の緩やかな部分が認められた。美沢川の屈曲部分にあたるため、僅かな

面積ではあるが、過去の調査結果から、今回の調査区内で最も遺構・遺物の発見が期待された

部位であった。その結果、遺構はTピットが2個検出されたが、遺物は認められなかった。

遺物は、低地部分に設けられたトレンチから出土している。縄文時代末葉の土器片が2点、

縄文時代中期と考えられる石槍が1点出土している。

美沢川を挾んだ対岸の美々2遺跡では、縄文時代晩期末葉の遺構・遺物が多数出土している。

しかし、本遺跡では、Tピットと僅かな遺物が出土するにすぎない。このことは､本遺跡が美々

2遺跡のような“生活の拠点”とは、明らかに異った空間であった事を示している。これは小

林氏の6つのセトルメント ・パターン （小林、 1973) にあてはめるならば、 F型に相当する

ものであるが、 このような区域の発掘調査例が乏しく、 この空間の意味するところについては、
不明な点が多い。

(皆川洋一）
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写真図版
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図版Ⅱ－1

①重機によるTa-c除去後の全景(N-S)

②全景(S-N)
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図版Ⅱ－2

①T-1 (W-S) ②T－1遠景(SW-NE)

J)T-2･3全景(N-S)
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図版Ⅱ－3

①T-2 (N-S) ②T－3調査風景(N-S)

③T-4 (W-E)
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図版Ⅱ－4

①マス・ウェスティングによる土層逆転部分(E-W)
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図版Ⅱ－5
＝を
一

①低地部分トレンチ全景(s一N)

②低地部分トレンチ(NW-SE)

③低地部分調査風景(NE-SW) ④水付部調杏風景 (EW)
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図版Ⅱ－6

①低地部分N－Sトレンチ(SW-NE)

②低地部分E-Wトレンチ(NW-SE
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図版Ⅱ－7
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図版Ⅱ－8
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